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１．建設業の許可 

 

Ｑ１－１　 建設業の「大臣許可」と「都道府県知事許可」とは、どう違うのか。 

 

Ｑ１－２　 「一般建設業」と「特定建設業」との違いは何か。 

 

Ｑ１－３　 一次下請業者が二次下請業者に発注する額が4,500万円を超える場合、一次下請業者も特

定建設業の許可を受けていなければならないか。 

 

Ｑ１－４　 建設業の許可を要しない軽微な建設工事のみを請け負うことを営業するものとは何か。 

 

Ｑ１－５　 軽微な工事(500万円未満)は建設業許可がなくても請け負うことができるが、一次下請で

あるＡ社及びＢ社から二次下請として、それぞれの請負金額が500万円未満である場合、契約

は可能か。 

 

Ｑ１－６　 経営事項審査とは何か。 

 

Ｑ１－７　 経営事項審査と競争入札参加資格との関連は、どのようなものか。 

 

Ｑ１－８　 Ｑ１－１でいう建設業法上の営業所とは、どのようなものか。 

また、一般競争入札の参加に必要な要件における営業所は、どのような扱いとなっている

のか。  

 

 

２．主任技術者等の設置 

 

Ｑ２－１　 主任技術者及び監理技術者の設置が必要な工事とは何か。 

 

Ｑ２－２　 元請・下請を問わず、さらに請負金額の大小にかかわらず、必ず現場に「主任技術者」を置か

なければならないとのことだが、全ての下請の建設工事が対象か。 

 

Ｑ２－３　 主任技術者及び監理技術者の職務は何か。 

 

Ｑ２－４　 主任技術者の資格要件は何か。 

 

Ｑ２－５　 監理技術者の資格要件は何か。 

 

Ｑ２－６　 監理技術者を補佐する制度が創設されたが、監理技術者補佐の資格要件は何か。 

 

Ｑ２－７　 専任する監理技術者は、監理技術者資格者証の交付を受けている者であればよいか。 

 

Ｑ２－８　 当初、主任技術者を設置した工事で、大幅な工事内容の変更等により、工事途中で下請契約

の請負代金が　 4,500万円（建築一式工事の場合は7,000万円）以上となった場合、監理技

術者を設置しなければならないか。 

 

Ｑ２－９　 日々の単価契約により行っているクレーン作業やコンクリートポンプ打設等に主任技術者等

の設置が必要か。 

 

Ｑ２－10　 下請負に、レッカー作業、コンクリートポンプ打設、ガス圧接、かじ工を出しているが、下請



業者は主任技術者等を設置しなければならないか。 

また、現場事務所の設置、電気及び水道などの仮設工事は主任技術者等を設置しなければ

ならないか。 

 

Ｑ２－11　 人材派遣会社から派遣された社員を主任技術者等とすることができるか。 

 

Ｑ２－12　 新任の社員（転職してきた社員を含む）を主任技術者等とすることができるか。 

 

Ｑ２－13　 技術者の身分確認のため、健康保険証を常時携帯していなければならないのか。 

 

Ｑ２－14　 主任技術者との直接的及び恒常的雇用関係については、健康保険被保険者証でその事実

を確認することとされているが、60歳を過ぎた本人(主任技術者)の希望で、国民健康保険

に加入している場合、どのような証明を受ければよいか。 

 

 

３．主任技術者等の専任 

 

Ｑ３－１　 主任技術者等の専任が必要な工事とは何か。 

 

Ｑ３－２　 ２つの工事において、同一の専任の主任技術者を配置することができるか。 

 

Ｑ３－３　 ２つ以上の工事において、同一の主任技術者又は監理技術者を配置することができるか。 

 

Ｑ３－４　 ２つの工事において、同一の監理技術者を配置することができるか。 

 

Ｑ３－５　 監理技術者が工事を兼務しない場合でも補佐をつけることは可能か。 

 

Ｑ３－６　 工場製作工事において、同一工場内で他の同種工事に係る製作がある場合、主任技術者等

は２つの工事にそれぞれ配置されなければならないか。 

 

Ｑ3－7　 Ｑ３－６における「一元的な管理体制」とは、どのようなことか。 

 

Ｑ３－8　 一次下請であるＡ社及びＢ社から当社は二次下請として契約したが、それぞれの請負金額が

4,000万円未満である場合、主任技術者等は２つの工事を兼務してもよいか。 

 

Ｑ３－9　 営業所と工事現場が至近距離にあるため、営業所の専任技術者を主任技術者等として工事

現場に従事させることはできないか。 

 

Ｑ３－１０　 経常建設共同企業体の構成員は、代表者であるなしにかかわらず、どのような工事でも主

任技術者等を専任で設置しなければならないか。 

 

Ｑ３－１１　 経常建設共同企業体（乙型）の構成員は、それぞれの分担工事が稼働している期間のみそ

れぞれの主任技術者等を専任で設置することとしてよいか。 

また、それぞれの分担工事の請負代金額によって、それぞれ主任技術者等を専任で設置す

ることとしてよいか。 

 

 

４．主任技術者等の専任期間 

 

Ｑ４－１　 発注者と他機関との調整のため、工事を一時中止している期間は、主任技術者等の専任を

解除できるか。 



 

Ｑ４－２　 工事現場への立入調査や施工計画の立案等の工事準備に未着手の場合、又は工事が完成し

完成検査と事務手続が残っている場合の当該期間は、主任技術者等の専任を要しないか。 

 

Ｑ４－３　 工事が２次下請業者まで下請けされているが、２次下請業者が工事を行っている期間は、１

次下請業者の主任技術者等は専任していなくてもよいか。 

 

Ｑ４－４　 工場製作を含んだ橋梁工事において、工場製作期間と現場における橋脚工事の期間が重複

している場合、１人の主任技術者等の専任で構わないか。 

 

Ｑ４－５　 工場製作を伴う工事として、橋梁工事の他にどのような工事が該当するのか。 

 

Ｑ４－６　 維持工事等において長期間の契約工期となる場合、現場が稼働する時期があらかじめ特定

されているものについては、フレックス工期制による工事の場合と同様の取扱いをしてもよい

か。 

 

 

５．主任技術者等の交代 

 

Ｑ５－１　 配置した技術者を、工事途中で変更することができるか。また、変更できる場合、変更後の技

術者についても３か月以上の雇用関係が必要なのか。必要な場合の３か月の始期はいつか。 

 

Ｑ５－２　 主任技術者等が死亡したため交代する必要が生じたが、当社には現在、交代できる技術者

がいないため、新たな技術者を雇用し専任の主任技術者等としたいと考えているが、この場

合、入札の申込みのあった日以前等に３か月以上の雇用関係にない技術者を配置してよいか。 

 

Ｑ５－３　 トンネル・ダム工事等の大型工事で、１つの契約工期が多年に及ぶ場合、１年単位で主任技術

者等を交代させてよいか。 

 

Ｑ５－４　 専任の主任技術者等が短期間現場を離れる場合、協議簿処理でよいケースは、どのような

場合か。 

 

Ｑ５－５　 専任の監理技術者が、新たに受注した他の工事の監理技術者を兼務することとなった場合

は途中交代となるか。 

また、届出は必要か。 

 

 

６．現場代理人 

 

Ｑ６－１　 現場代理人の職務及び資格要件は何か。 

 

Ｑ６－２　 人材派遣会社から派遣された社員を現場代理人とすることができるか。 

 

Ｑ６－３　 主任技術者等と現場代理人とは同一の場合が多いが、短期間であれば現場を離れても現場

代理人交代手続をとらず、協議簿処理でよいケースは、どのような場合か。 

 

Ｑ６－４　 発注者と他機関との調整等のため、工事を一時中止している期間や工事の完成（完成届提

出）後、引渡完了までの間、他の工事の現場代理人になることができるか。 

 

Ｑ６－５　 契約約款には、「現場代理人の工事現場における運営及び取締りに支障がなく、かつ、発注

者との連絡体制が確保されると認めた場合には、工事現場における常駐を要しないこととす



ることができる」とあるが、具体的には、どのような場合か。 

 

Ｑ６－６　 現場代理人が、他の工事の現場代理人を兼任することができるときは、どのような場合か。 

 

Ｑ６－７　 「現場代理人の兼任に関する取扱い」において、兼任の条件として、「受注者は現場代理人を

兼任するそれぞれの工事に受注者の社員等で確実に連絡が可能である連絡員を定め」とある

が、社員等の「等」とは何を指すのか。 

 

Ｑ６－８　 専任の主任技術者の設置が必要な工事で、専任の主任技術者が現場代理人を兼ねている場

合は、他の工事の現場代理人を兼任することはできないのか。 

また、専任の主任技術者を兼ねていない現場代理人が、他の工事の現場代理人を兼任する

ことはできるのか。 

 

Ｑ６－９　 建設業法施行令第27条第２項により密接な関係のある工事について同一の専任の主任技

術者が管理できるとされた２件の工事で現場代理人を兼任しているが、１件において監理技術

者の設置が必要な工事となった場合は、現場代理人を兼任できるか。 

 

Ｑ６－10　 監理技術者が現場代理人を兼ねている場合は、他の工事の現場代理人を兼任することは

できないのか。 

また、監理技術者を兼ねていない現場代理人を他の工事の現場代理人と兼任することは

できるのか。 

 

Ｑ６－11　 道の工事における現場代理人と道以外の地方公共団体等の工事の現場代理人を兼任する

ことは可能か。 

 

Ｑ６－12　 4,000万円未満の工事で、工事場所が同一市町村内にある、道発注工事２件を同時に受

注したが、２件の工事について一人の現場代理人が兼任することは可能か。 

 

Ｑ６－13　 現場代理人を兼任させようとする場合は、「現場代理人の兼任届」を支出負担行為担当者

に提出することとなっているが、提出先はどこか。 

 

Ｑ６－14　 現場代理人が監理技術者補佐を兼ねることは可能か。 

 

Ｑ６－15　 現場代理人が特例監理技術者を兼ねることは可能か。 

 

Ｑ６－16　 監理技術者が現場代理人を兼ねている場合で、新たに他の工事を受注し、特例監理技術者

となる場合は引き続き現場代理人を兼ねることは可能か。 

 

Ｑ６－17　 特例監理技術者を配置した場合における現場代理人の兼務について、次の事例の場合は

兼務を認められるか。 

・事例１　 工事①　 特例監理技術者Ａ　 監理技術者補佐Ｂ　 現場代理人Ａ 

工事②　 特例監理技術者Ａ　 監理技術者補佐Ｃ　 現場代理人Ａ 

・事例２　 工事①　 特例監理技術者Ａ　 監理技術者補佐Ｂ　 現場代理人Ｂ 

工事②　 特例監理技術者Ａ　 監理技術者補佐Ｃ　 現場代理人Ｃ 

・事例３　 工事①　 特例監理技術者Ａ　 監理技術者補佐Ｂ　 現場代理人Ａ 

工事②　 特例監理技術者Ａ　 監理技術者補佐Ｃ　 現場代理人Ｃ 

 

 

７．下請負 

 

Ｑ７－１　 警備会社と契約し、交通整理員の派遣を受けたが、これは下請契約となるか。 



 

Ｑ７－２　 舗装工事などで広く用いられているオペレーター付きリース契約は、下請契約となるか。 

 

Ｑ７－３　 ダンプトラックによる残土搬出作業を契約したが、下請契約となるか。 

 

Ｑ７－４　 他の建設会社から作業員の労務提供を受けたが、これは下請契約となるか。 

 

Ｑ７－５　 資材メーカーにブロックの製造と、資材置き場までの搬入を内容とする契約をしたが、これ

は下請契約となるか。 

また、資材置き場までの搬入ではなく、トラッククレーンによる現場へのブロック設置までを

内容とする契約をした。この場合は下請契約となるか。 

 

Ｑ７－６　 同一入札参加者と下請契約を締結することはできるか。 

 

Ｑ７－７　 協力会社に工事への協力を求める場合、下請届けは必要か。 

 

Ｑ７－８　 共同企業体を下請とした契約を締結することはできるか。 

 

Ｑ７－９　 ３社で共同企業体を組んでいるが、その構成員へ下請けさせることは問題があるのか。 

 

Ｑ７－10　 上請けは禁止されているのか。 

 

 

８．一括下請負 

 

Ｑ８－１  一括下請負とは何か。 

 

Ｑ８－２　 外注の比率が何％なら一括下請負となるのか。 

 

Ｑ８－３　 工事の中に含まれる特殊工事を専門工事業者に下請けさせることは、一括下請負となるの

か。 

 

Ｑ８－４　 元請の実質的な関与とは、どこまでの範囲をいうのか。 

 

Ｑ８－５　 元請が実質的に関与していることの確認は、どのような方法で行うのか。 

 

Ｑ８－６　 元請から１次、２次、３次下請まである場合、一括下請負が禁止される範囲はどこまでか。 

 

Ｑ８－７　 元請負人が現場管理と資機材の手配供給のみを行い、実質の施工を全て下請けした場合、

一括下請負と判断されるか。 

 

Ｑ８－８　 施工管理、工程管理などの全てに関与することによって一括下請負に該当しないとあるが、

その「全て」のうち１つでも行わなかった場合、一括下請負と判断されるのか。 

 

 

９．施工体制台帳等 

 

Ｑ９－１　 施工体制台帳は、少額の契約のものや、施工期間の極めて短いものでも全て作成する必要

があるか。 

 

Ｑ９－２　 施工体制台帳等に記載する下請負人の範囲はどこまでか。 



 

Ｑ９－３　 施工体制台帳への下請契約の記載は、全ての下請業者とされているが、３次、４次の業者は

契約書を交わしていない業者がほとんどであり、全ての下請業者を記載すると書類提出が遅

れることになるが、１次までの記載ではだめなのか。 

 

Ｑ９－４　 専門工事業者と取り引きする際に、専門工事請負基本契約約款により契約を締結している

が、各工事の請負代金額が100万円未満の場合、基本契約約款に基づき請求書を受領し、請

求代金を支払っているため、施工体制台帳には契約書なしと記載してよいか。 

 

Ｑ９－５　 作業員名簿は施工体制台帳に添付しなければいけないか。また、下請業者を含む全員の名

簿を作成しなければならないか。 

 

Ｑ９－６　 施工体系図は、工事関係者・公衆が見やすい場所に掲示することとされているが、施工体系

がなかなか決まらなかったり、変更が多くあったりする。施工体系図は工事施工後すぐに掲示

しなければならないか。 

また、変更がある場合は、すぐに訂正し貼り替えなければならないか。 



１ ．建設業の許可  

Ｑ１－１  

建 設 業 の 「 大 臣 許 可 」 と 「 都 道 府 県 知 事 許 可 」 と は 、 ど う 違 う の か 。

 

Ａ ： 　 建 設 業 を 営 む 場 合 に は 、 建 設 業 法 に よ る 建 設 業 の 許 可 を 受 け る こ と が 必 要 で あ

り 、 そ の 許 可 に は 、 「 大 臣 許 可 」 と 「 都 道 府 県 知 事 許 可 」 の 二 種 類 が あ り 、 二 以 上 の

都 道 府 県 の 区 域 に 営 業 所 を 設 け て 営 業 し よ う と す る 場 合 は 国 土 交 通 大 臣 、 一 の 都

道 府 県 内 に の み 営 業 所 を 設 け て 営 業 し よ う と す る 場 合 に は 当 該 営 業 所 の 所 在 地 を

管 轄 す る 都 道 府 県 知 事 の 許 可 を 受 け る 必 要 が あ り ま す 。  

 

Ｑ１－２  

「 一 般 建 設 業 」 と 「 特 定 建 設 業 」 と の 違 い は 何 か 。

 

Ａ ： 　 建 設 業 の 許 可 は 、 「 一 般 建 設 業 」 と 「 特 定 建 設 業 」 に 区 分 さ れ 、 軽 微 な 工 事 の み を

請 け 負 っ て 営 業 す る 場 合 を 除 き 、 建 設 業 を 営 む 者 は 、 元 請 、 下 請 を 問 わ ず 許 可 を

受 け よ う と す る 業 種 ご と に 、 一 般 建 設 業 又 は 特 定 建 設 業 の 許 可 を 受 け な け れ ば な

り ま せ ん 。  

ど ち ら の 許 可 も 建 設 工 事 の 発 注 者 か ら 直 接 請 け 負 う 請 負 金 額 に は 制 限 が あ り ま

せ ん が 、 発 注 者 か ら 直 接 請 け 負 っ た 一 件 の 建 設 工 事 に つ い て 、 下 請 代 金 の 額 （ そ

の 工 事 に 下 請 契 約 が ２ 以 上 あ る と き は 、 下 請 代 金 の 総 額 ） が 4,500万 円 （ 建 築 一

式 工 事 の 場 合 は 7,000万 円 ） 以 上 と な る 下 請 契 約 を 締 結 し て 工 事 を 施 工 す る 者

は 、 特 定 建 設 業 の 許 可 を 受 け な け れ ば な り ま せ ん 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１－３  

一 次 下 請 業 者 が 二 次 下 請 業 者 に 発 注 す る 額 が 4,500万 円 を 超 え る 場 合 、 一 次 下 請

業 者 も 特 定 建 設 業 の 許 可 を 受 け て い な け れ ば な ら な い か 。

 

Ａ ： 　 下 請 発 注 額 に よ っ て 特 定 建 設 業 の 許 可 が 必 要 と し た 要 件 は 、 元 請 業 者 に 対 し て

の み 求 め て い る も の で す 。 一 次 下 請 以 下 と 契 約 し て い る 建 設 業 者 に つ い て は 、 こ

の よ う な 制 限 は あ り ま せ ん 。 そ の た め 、 一 次 下 請 業 者 が 二 次 下 請 業 者 に 対 し て 発

注 す る 額 に 制 限 が な く 、 ま た 、 そ の 発 注 額 に よ る 特 定 建 設 業 、 一 般 建 設 業 の 条 件 も

あ り ま せ ん 。  

な お 、 公 共 事 業 の 適 正 な 執 行 を 図 る た め に は 、 国 交 省 の 「 建 設 産 業 に お け る 生

発注者

受注額 ： a 円

一次下請 B社

請負額 ： b 円

元請Ａ社

請負額 ： a 円

一次下請 C社

請負額 ： c 円

一次下請 D社

請負額 ： d 円

A社の場合、
下請発注額の合計( b 円+ c 円+ d 円)が、
●4,500万円以上の場合、

特定建設業の許可が必要
●4,500万円未満の場合、

一般建設業の許可が必要
※建築一式工事の場合は、上記の「4,500万円」を

「7,000万円」と読み替えてください。



産 シ ス テ ム 合 理 化 指 針 」 に お い て 下 請 業 者 の 選 定 基 準 が 示 さ れ て い ま す の で 、 そ

れ に 従 っ て 選 ん で く だ さ い 。  

 

Ｑ１－４  

建 設 業 の 許 可 を 要 し な い 軽 微 な 建 設 工 事 の み を 請 け 負 う こ と を 営 業 す る も の と は

何 か 。

 

Ａ ： 　 建 設 業 法 上 で は 、 「 建 設 業 者 ＝ 建 設 業 許 可 業 者 」 と 「 建 設 業 を 営 む 者 ＝ 許 可 を 受

け て い る ・ 許 可 を 受 け て い な い 者 を 問 わ ず 、 全 て の 建 設 業 を 営 む 者 」 と の 用 語 の 使

い 分 け を し て お り 、 次 の よ う な 軽 微 な 建 設 工 事 の み を 請 け 負 う こ と を 営 業 と す る

者 は 、 建 設 業 の 許 可 を 受 け な く て も 建 設 業 を 営 む こ と が で き ま す 。  

・ 建 築 一 式 工 事 ⇒ 1,500万 円 に 満 た な い 工 事 又 は 延 べ 面 積 150㎡ に 満 た な い 木

造 住 宅 工 事  

・ そ の 他 の 工 事 ⇒ 500万 円 に 満 た な い 工 事  

 

Ｑ１－５  

軽 微 な 工 事 （ 500万 円 未 満 ） は 建 設 業 許 可 が な く て も 請 け 負 う こ と が で き る が 、 一

次 下 請 で あ る Ａ 社 及 び Ｂ 社 か ら 二 次 下 請 と し て 、 そ れ ぞ れ の 請 負 金 額 が 500万 円 未

満 で あ る 場 合 、 契 約 は 可 能 か 。

 

Ａ ： 　 Ａ 社 、 Ｂ 社 と の そ れ ぞ れ の 再 下 請 負 の 金 額 が 500万 円 未 満 な ら ば 、 ど ち ら も 契

約 が 可 能 で す 。  

な お 、 一 次 下 請 Ａ 社 と 独 立 し た 工 種 ご と に 契 約 を し 、 個 別 に は 500万 円 未 満 だ

が 合 計 す る と 500万 円 以 上 に な る 場 合 や 、 工 事 の 工 期 が 長 期 間 の 場 合 で 、 500万

円 未 満 の 工 事 を 請 け 負 っ た 後 、 再 度 500万 円 未 満 の 工 事 を 請 け 負 い 、 合 計 す る と

500万 円 以 上 と な る 場 合 に お い て は 、 軽 微 な 工 事 の 範 囲 に は な り ま せ ん 。  

 

Ｑ１－６  

経 営 事 項 審 査 と は 何 か 。

 

Ａ ： 　 建 設 工 事 の 適 正 な 施 行 を 確 保 す る た め 、 建 設 業 法 に よ る 最 低 必 要 条 件 と し て の

許 可 制 度 が 設 け ら れ て い ま す が 、 そ れ に 加 え て 工 事 の 規 模 や 施 工 技 術 な ど 具 体 の

工 事 に お い て は 要 求 す る 技 術 水 準 な ど が 違 う た め 、 こ れ に 見 合 う 建 設 業 者 を 選 定

す る た め 設 け ら れ た 制 度 で す 。  

こ の た め 、 公 共 性 の あ る 施 設 又 は 工 作 物 に 関 す る 建 設 工 事 （ 以 下 「 公 共 工 事 」 と

い う 。 ） を 発 注 者 か ら 直 接 請 け 負 お う と す る 建 設 業 者 は 、 そ の 経 営 に 関 す る 客 観 的

事 項 に つ い て 、 建 設 業 の 許 可 を 受 け た 国 土 交 通 大 臣 又 は 都 道 府 県 知 事 の 審 査 を 必

ず 受 け な け れ ば な り ま せ ん 。 経 営 事 項 審 査 の 義 務 付 け の 対 象 と な る 公 共 工 事 は 、

国 、 地 方 公 共 団 体 、 法 人 税 法 別 表 第 １ の 公 共 法 人 及 び 特 殊 法 人 等 が 発 注 者 で 、 工

事 １ 件 の 請 負 代 金 が 建 築 一 式 工 事 に あ っ て は 1,500万 円 以 上 、 そ の 他 の 建 設 工 事

に あ っ て は 500万 円 以 上 の も の で す 。  

ま た 、 注 意 が 必 要 な の は 、 道 と 建 設 工 事 の 請 負 契 約 を す る 場 合 は 、 そ の 契 約 時

点 で 有 効 な 経 営 事 項 審 査 の 結 果 通 知 を 有 し て い な け れ ば 道 と 契 約 を 結 ぶ こ と は で

き ま せ ん 。 も し 、 有 効 な 結 果 通 知 を 有 せ ず に 入 札 に 参 加 し 落 札 し た 場 合 は 、 違 約 金

（ 契 約 額 の ５ ％ ） を 課 す と と も に 、 一 定 期 間 指 名 停 止 す る こ と と な り ま す 。  



Ｑ１－７  

経 営 事 項 審 査 と 競 争 入 札 参 加 資 格 と の 関 連 は 、 ど の よ う な も の か 。

 

Ａ ： 　 道 が 発 注 す る 建 設 工 事 の 入 札 に 参 加 す る 場 合 は 、 あ ら か じ め 建 設 業 許 可 通 知 書

や 経 営 事 項 審 査 等 の 申 請 書 類 を 道 へ 提 出 し 、 競 争 入 札 参 加 資 格 審 査 を 受 け る 必 要

が あ り ま す 。 建 設 工 事 に 係 る 競 争 入 札 参 加 資 格 の う ち 、 「 農 業 土 木 工 事 」 「 水 産 土

木 工 事 」 「 森 林 土 木 工 事 」 「 一 般 土 木 工 事 」 「 舗 装 工 事 」 「 建 築 工 事 」 「 電 気 工 事 」 「 管

工 事 」 の ８ 資 格 に つ い て は 、 経 営 事 項 審 査 の 結 果 等 を 用 い て 格 付 を 行 っ て い ま す 。 

 

Ｑ１－８  

Ｑ １ － １ で い う 建 設 業 法 上 の 営 業 所 と は 、 ど の よ う な も の か 。  

ま た 、 一 般 競 争 入 札 の 参 加 に 必 要 な 要 件 に お け る 営 業 所 は ど の よ う な 扱 い と な っ

て い る の か 。

 

Ａ ： 　 建 設 業 法 に お い て 営 業 所 と は 、 建 設 業 に 関 す る 営 業 に 実 質 的 に 関 与 す る 本 店 又

は 支 店 若 し く は 常 時 建 設 工 事 の 請 負 契 約 を 締 結 す る 事 務 所 の こ と で す 。  

常 時 請 負 契 約 を 締 結 す る 事 務 所 と は 、 請 負 契 約 の 見 積 、 入 札 、 狭 義 の 契 約 締 結

等 、 請 負 契 約 の 締 結 に か か る 実 体 的 な 行 為 を 行 う 事 務 所 を い い ま す 。  

営 業 所 と し て の 最 低 限 度 の 要 件 は 、  

・ 契 約 締 結 に 関 す る 権 限 を 委 任 さ れ て い る こ と  

・ 事 務 所 な ど 建 設 業 の 営 業 を 行 う べ き 場 所 を 有 し て い る こ と  

・ 電 話 、 机 等 什 器 備 品 を 備 え て い る こ と  

・ 一 般 建 設 業 で は Ｑ ２ － ３ の 資 格 を 持 つ 技 術 者 を 専 任 で 置 く こ と  

・ 特 定 建 設 業 で は Ｑ ２ － ４ の 資 格 を 持 つ 技 術 者 を 専 任 で 置 く こ と が 必 要 で す 。  

ま た 、 道 の 一 般 競 争 入 札 の 参 加 に 必 要 な 要 件 と し て は 、 建 設 業 法 に お け る 営 業

所 が 指 定 す る 地 域 内 に あ る こ と や 、 建 設 業 許 可 申 請 書 別 表 の 主 た る 営 業 所 欄 に 記

載 さ れ て い る 主 た る 営 業 所 が 指 定 す る 地 域 内 に あ る こ と な ど 、 そ れ ぞ れ の 入 札 ご

と に 参 加 要 件 を 定 め て い ま す 。  



２ ．主任技術者等の設置  

Ｑ２－１  

主 任 技 術 者 及 び 監 理 技 術 者 の 設 置 が 必 要 な 工 事 と は 何 か 。

 

Ａ ： 　 建 設 業 の 許 可 を 受 け て い る 建 設 業 者 は 、 請 け 負 っ た 工 事 を 施 工 す る 場 合 に は 、

許 可 区 分 が 特 定 ・ 一 般 を 問 わ ず 、 ま た 、 元 請 ・ 下 請 を 問 わ ず 、 さ ら に 請 負 金 額 の 大

小 に か か わ ら ず 、 工 事 施 工 の 技 術 上 の 管 理 を つ か さ ど る も の と し て 、 必 ず 現 場 に

「 主 任 技 術 者 」 を 置 か な け れ ば な り ま せ ん 。  

ま た 、 発 注 者 か ら 直 接 工 事 を 請 け 負 い 、 そ の う ち 4,500万 円 （ 建 築 工 事 業 の 場

合 は 7,000万 円 ） 以 上 を 下 請 契 約 し て 工 事 を 施 工 す る と き は 、 特 定 建 設 業 の 許 可

を 受 け て い な け れ ば な ら ず 、 主 任 技 術 者 に 替 え て 、 監 理 技 術 者 を 置 か な け れ ば な

り ま せ ん 。  

な お 、 監 理 技 術 者 を 専 任 で 置 く こ と が 必 要 と な る 建 設 工 事 に お い て 、 監 理 技 術

者 に 替 え て 特 例 監 理 技 術 者 を 配 置 す る 場 合 に は 、 監 理 技 術 者 補 佐 を 専 任 で 置 か な

け れ ば な り ま せ ん 。  

 

現場技術者の配置例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ２－２  

元 請 ・ 下 請 を 問 わ ず 、 さ ら に 請 負 金 額 の 大 小 に か か わ ら ず 、 必 ず 現 場 に 「 主 任 技 術 者 」

を置か なけれ ばならな いとの ことだが、全て の下請の 建設工事が 対象か。

 

Ａ ： 　 下 請 工 事 の う ち 、 特 定 専 門 工 事 で あ る 「 型 枠 工 事 」 及 び 「 鉄 筋 工 事 」 に お い て の

み 、 元 請 又 は 上 位 下 請 （ 以 下 「 元 請 等 」 と い う 。 ） 業 者 が 置 く 主 任 技 術 者 が 自 ら の 職

務 と 併 せ て 、 直 接 契 約 を 締 結 し た 下 請 （ 建 設 業 者 で あ る 下 請 に 限 る 。 ） 業 者 の 主 任

F社（許可無し）

必要なし

E社（許可有り）

主任技術者

D社（許可有り）

主任技術者

C社（許可有り）

主任技術者

B社（許可有り）

主任技術者

発 注 者

請負金額が

500万円未満

元 請

Ａ社（許可あり）

Ｂ社＋Ｃ社＋Ｄ社≧ 4,500(建築：7,000)万円 監理技術者

＜ 4,500(建築：7,000)万円 主任技術者

一次下請

二次下請



技 術 者 が 行 う べ き 職 務 を 行 う こ と を 、 元 請 等 及 び 当 該 下 請 業 者 が 書 面 に よ り 合 意

し た 場 合 は 、 当 該 下 請 業 者 に 主 任 技 術 者 を 置 か な く て も よ い こ と と さ れ て い ま す 。 

な お 、 こ の 特 定 専 門 工 事 に つ い て は 、 元 請 等 業 者 が 本 工 事 を 施 工 す る た め の 下

請 契 約 の 請 負 代 金 が 4,000万 円 未 満 の も の （ 下 請 契 約 が ２ 以 上 あ る と き は 合 計

額 ） が 対 象 と な り ま す 。  

ま た 、 特 定 専 門 工 事 に お い て 元 請 等 業 者 が 置 く 主 任 技 術 者 は 、 当 該 特 定 専 門 工

事 と 同 一 の 種 類 の 建 設 工 事 に 関 し 一 年 以 上 の 指 導 監 督 的 な 実 務 の 経 験 を 有 す る

こ と と 、 当 該 特 定 専 門 工 事 の 工 事 現 場 に 専 任 で 置 か れ る こ と が 要 件 と な り ま す 。  

こ の 「 指 導 監 督 的 な 実 務 の 経 験 」 と は 、 工 事 現 場 主 任 者 、 工 事 現 場 監 督 者 、 職 長

な ど の 立 場 で 、 部 下 や 下 請 業 者 等 に 対 し て 工 事 の 技 術 面 を 総 合 的 に 指 導 ・ 監 督 し

た 経 験 が 対 象 と な り ま す 。  

 

Ｑ２－３  

主 任 技 術 者 及 び 監 理 技 術 者 の 職 務 は 何 か 。

 

Ａ ： 　 主 任 技 術 者 及 び 監 理 技 術 者 は 、 建 設 工 事 の 施 工 に 当 た り 、 そ の 施 工 計 画 を 作 成

し 、 具 体 的 な 工 事 の 工 程 管 理 や 工 事 目 的 物 、 工 事 仮 設 物 、 工 事 用 資 材 等 の 品 質 管

理 を 行 う と と も に 、 当 該 建 設 工 事 の 施 工 に 従 事 す る 者 の 技 術 上 の 指 導 監 督 を 行 い

ま す 。  

な お 、 監 理 技 術 者 に つ い て は 、 建 設 工 事 の 施 工 に 当 た り 外 注 す る 工 事 （ 下 請 負 ）

に つ い て も 、 施 工 を 担 当 す る 全 て の 専 門 工 事 業 者 等 を 適 切 に 指 導 ・ 監 督 す る と い

う 総 合 的 な 機 能 を 果 た す こ と が 求 め ら れ て い ま す 。  

 

Ｑ２－４  

主 任 技 術 者 の 資 格 要 件 は 何 か 。

 

Ａ ： 　 建 設 工 事 の 現 場 に お い て は 、 一 定 の 資 格 又 は 実 務 経 験 を 有 す る 主 任 技 術 者 を 設

置 す る こ と が 必 要 で 、 以 下 に 該 当 す る 者 を い い ま す 。  

（ 一 般 建 設 業 の 営 業 所 の 専 任 の 技 術 者 の 資 格 要 件 と 同 一 ）  

(1)下 記 の 実 務 経 験 を 有 す る 者  

①   高 等 学 校 の 指 定 学 科 卒 業 後   　 　 　 　 　 　 ５ 年 以 上  

②   高 等 専 門 学 校 ・ 大 学 の 指 定 学 科 卒 業 後    　 ３ 年 以 上  

③   上 記 以 外 の 学 歴 の 場 合               　   10年 以 上  

(２ ） １ 級 及 び ２ 級 施 工 管 理 技 士 等 の 国 家 資 格 者 等  



 

 

Ｑ２－５  

監 理 技 術 者 の 資 格 要 件 は 何 か 。

 

Ａ ： 　 建 設 工 事 の 現 場 に お い て は 、 一 定 の 資 格 又 は 実 務 経 験 を 有 す る 監 理 技 術 者 を 設

置 す る こ と が 必 要 で 、 以 下 に 該 当 す る 者 を い い ま す 。  

（ 特 定 建 設 業 の 営 業 所 の 専 任 の 技 術 者 の 資 格 要 件 と 同 一 ）  

(１ ） 指 定 建 設 業                                          

①   １ 級 施 工 管 理 技 士 等 の 国 家 資 格 者  

②   国 土 交 通 大 臣 が ① と 同 等 以 上 の 能 力 を 有 す る と 認 定 し た 者  

(２ ） 指 定 建 設 業 以 外  

①   １ 級 施 工 管 理 技 士 等 の 国 家 資 格 者  

②   主 任 技 術 者 の 要 件 の い ず れ か に 該 当 す る 者 の う ち 、 発 注 者 か ら 直 接 請

け 負 っ た 金 額 が 4,500万 円 以 上 の 工 事 に 関 し て ２ 年 以 上 指 導 監 督 的 な 実

務 経 験 を 有 す る 者  

③   国 土 交 通 大 臣 が ① 又 は ② と 同 等 以 上 の 能 力 を 有 す る と 認 定 し た 者  

 

Ｑ２－６  

監 理 技 術 者 を 補 佐 す る 制 度 が 創 設 さ れ た が 、 監 理 技 術 者 補 佐 の 資 格 要 件 は 何 か 。

 

Ａ ： 　 監 理 技 術 者 補 佐 は 、 以 下 に 該 当 す る 者 を い い ま す 。  

(１ ） 監 理 技 術 者 の 資 格 要 件 を 満 た す 者 （ Ｑ ２ － ５ 参 照 ）  

(２ ） 主 任 技 術 者 の 資 格 要 件 を 満 た す 者 （ Ｑ ２ － ４ 参 照 ） の う ち 、 １ 級 の 技 術 検 定

の 第 一 次 検 定 に 合 格 し た 者 。  

 

Ｑ２－７  

専 任 す る 監 理 技 術 者 は 、 監 理 技 術 者 資 格 者 証 の 交 付 を 受 け て い る 者 で あ れ ば よ い

か 。

 

許 可 の 種 類 一　　　　般 一　　　　般

元請工事における
下 請 金 額 合 計

4,500万円※

以上
4,500万円※

未満

4,500万円※

以上は下請
契約できない

4,500万円
以上

4,500万円
未満

4,500万円
以上は下請

契約できない

工事現場に置く
べ き 技 術 者

監理技術者 監理技術者

技術者の資格要件

①一級国家資格
者
②大臣特別認定
者

①１級国家資格者
②指導監督的な
実務経験者

技 術 者 の 専 任

※建築一式工事の場合は7,000万円

工
事
現
場
の
技
術
者

建
設
業
許
可

指　定　建　設　業　（７業種）
土木一式、建築一式、

管工事、鋼構造物、舗装、電気、造園

そ　の　他

(左以外の２２業種)

許可を受けている
業種

◎ 公共性のある工作物に関する建設工事で、請負金額が4,000万円以上の時に必要

特　　　　定 特　　　　定

①１級・２級国家資格者
②登録基幹技能者等
③指定学科+実務経験（３年ま
たは５年）
④実務経験（10年)

①１級・２級国家資格者
②登録基幹技能者等
③指定学科+実務経験（３年ま
たは５年）
④実務経験（10年)

主任技術者 主任技術者



Ａ ： 　 発 注 者 が 国 、 地 方 公 共 団 体 又 は 公 共 法 人 等 の 建 設 工 事 に つ い て 、 元 請 業 者 が 当

該 工 事 現 場 に 専 任 で 配 置 す る 監 理 技 術 者 は 、 元 請 業 者 と 直 接 的 か つ 恒 常 的 な 雇 用

関 係 に あ る も の で 、 監 理 技 術 者 資 格 者 証 の 交 付 を 受 け て い る 者 で あ っ て 、 か つ 監

理 技 術 者 講 習 を 過 去 ５ 年 以 内 に 受 講 し た 者 と な っ て い ま す 。  

ま た 、 こ の 監 理 技 術 者 資 格 者 証 に つ い て は 、 担 当 し て い る 工 事 が あ る 場 合 は 、

常 に 携 帯 し て い な け れ ば な り ま せ ん 。  

 

監理技術者資格者証  

 

Ｑ２－８  

当 初 、 主 任 技 術 者 を 設 置 し た 工 事 で 、 大 幅 な 工 事 内 容 の 変 更 等 に よ り 、 工 事 途 中 で 下

請 契 約 の 請 負 代 金 が 4,500万 円 （ 建 築 一 式 工 事 の 場 合 は 7,000万 円 ） 以 上 と な っ た 場

合、 監理技 術者 を設置 しな けれ ばな らな いか 。

 

Ａ ： 　 工 事 内 容 の 大 幅 な 変 更 等 に よ り 下 請 契 約 の 請 負 代 金 額 の 合 計 が 4,500万 円 以

上 と な っ た 場 合 は 、 発 注 者 か ら 直 接 建 設 工 事 を 請 け 負 っ た 特 定 建 設 業 者 は 、 主 任

技 術 者 に 代 え て 、 所 定 の 資 格 を 有 す る 監 理 技 術 者 を 設 置 し な け れ ば な り ま せ ん 。  

一 般 的 に は 施 工 計 画 の 作 成 な ど に よ り 、 あ ら か じ め 下 請 金 額 が 想 定 さ れ る の

で 、 工 事 施 工 当 初 に お い て こ の よ う な 変 更 が 予 想 さ れ る 場 合 に は 、 当 初 か ら 監 理

技 術 者 に な り 得 る 資 格 を 持 つ 技 術 者 を 設 置 し て お く と と も に 、 特 例 監 理 技 術 者 を

置 く 場 合 は 併 せ て 監 理 技 術 者 補 佐 と な り 得 る 資 格 を 持 つ 技 術 者 を 配 置 し て お く こ

と が 必 要 で す 。  

 

Ｑ２－９  

日 々 の 単 価 契 約 に よ り 行 っ て い る ク レ ー ン 作 業 や コ ン ク リ ー ト ポ ン プ 打 設 等 に 主

任 技 術 者 等 の 設 置 が 必 要 か 。

 

Ａ ： 　 建 設 業 法 第 24条 で 、 「 委 託 そ の 他 何 ら の 名 義 を も っ て す る を 問 わ ず 、 報 酬 を 得

て 建 設 工 事 の 完 成 を 目 的 と し て 締 結 す る 契 約 は 建 設 工 事 の 請 負 契 約 と み な し て 、

こ の 法 律 を 適 用 す る 。 」 と 規 定 さ れ て い ま す 。  

単 価 契 約 で あ っ て も 作 業 内 容 が 建 設 工 事 の 請 負 契 約 に 該 当 し ま す の で 、 主 任 技

術 者 等 の 設 置 が 必 要 で す 。  

 



Ｑ２－10  

下 請 負 に 、 レ ッ カ ー 作 業 、 コ ン ク リ ー ト ポ ン プ 打 設 、 ガ ス 圧 接 、 か じ 工 を 出 し て い る

が 、 下 請 業 者 は 主 任 技 術 者 等 を 設 置 し な け れ ば な ら な い か 。  

ま た 、 現 場 事 務 所 の 設 置 、 電 気 及 び 水 道 な ど の 仮 設 工 事 は 主 任 技 術 者 等 を 設 置 し

な け れ ば な ら な い か 。

 

Ａ ： 　 契 約 内 容 が 建 設 工 事 で あ る 場 合 は 、 下 請 業 者 で あ っ て も 主 任 技 術 者 を 設 置 し な

け れ ば な り ま せ ん 。  

仮 設 工 事 等 で あ っ て も 建 設 工 事 で あ れ ば 主 任 技 術 者 等 を 専 任 又 は 兼 任 で 設 置

し な け れ ば な り ま せ ん 。  

 

Ｑ２－11  

人 材 派 遣 会 社 か ら 派 遣 さ れ た 社 員 を 主 任 技 術 者 等 と す る こ と が で き る か 。

 

Ａ ： 　 直 接 的 か つ 恒 常 的 な 雇 用 関 係 が な け れ ば 、 主 任 技 術 者 等 と す る こ と は で き ま せ

ん 。  

直 接 的 雇 用 関 係 と は 、 技 術 者 と そ の 所 属 建 設 業 者 と の 間 に 第 三 者 の 介 入 す る 余

地 の な い 雇 用 に 関 す る 一 定 の 権 利 義 務 関 係 が 存 在 す る こ と を い い 、 資 格 者 証 、 健

康 保 険 被 保 険 者 証 等 に よ り 建 設 業 者 と の 雇 用 関 係 が 確 認 で き る こ と が 必 要 な の

で 、 在 籍 出 向 者 、 派 遣 社 員 に つ い て は 直 接 的 な 雇 用 関 係 に あ る と は い え ま せ ん 。  

ま た 、 恒 常 的 な 雇 用 関 係 と は 、 当 該 企 業 に 勤 務 し 、 日 々 一 定 時 間 以 上 勤 務 に 従

事 す る こ と が 担 保 さ れ て い る こ と に 加 え 、 企 業 及 び 技 術 者 が 双 方 の 持 つ 技 術 力 を

熟 知 し 、 企 業 が 責 任 を 持 っ て 技 術 者 を 配 置 で き る と と も に 、 技 術 者 が 円 滑 に 企 業

の 持 つ 技 術 力 を 活 用 で き る こ と が 必 要 で す 。  

道 か ら 直 接 請 け 負 う 建 設 業 者 の 専 任 の 主 任 技 術 者 等 に つ い て は 、 建 設 業 者 か ら

入 札 の 申 し 込 み が あ っ た 日 （ 指 名 競 争 に 付 す 場 合 で あ っ て 入 札 の 申 込 を 伴 わ な い

も の に あ っ て は 入 札 の 執 行 日 、 随 意 契 約 に よ る 場 合 に あ っ て は 見 積 書 の 提 出 の あ

っ た 日 ） 以 前 に ３ か 月 以 上 の 雇 用 関 係 が 必 要 で す 。  

な お 、 特 例 と し て 、 合 併 、 営 業 譲 渡 及 び 会 社 分 割 等 の 組 織 変 更 に 伴 う 所 属 営 業

所 の 変 更 が あ っ た 場 合 に は 、 変 更 前 の 建 設 業 者 と ３ か 月 以 上 の 雇 用 関 係 に あ る 者

に つ い て は 、 変 更 後 に 所 属 す る 建 設 業 者 と の 間 に も 恒 常 的 な 雇 用 関 係 に あ る 者 と

み な し ま す 。  

ま た 、 震 災 等 の 自 然 災 害 の 発 生 又 は そ の お そ れ に よ り 、 最 寄 り の 建 設 業 者 に よ

り 即 時 に 対 応 す る こ と が そ の 後 の 発 生 又 は 拡 大 を 防 止 す る 観 点 か ら 最 も 合 理 的 で

あ っ て 、 当 該 建 設 業 者 に 要 件 を 満 た す 技 術 者 が い な い 場 合 な ど 、 緊 急 の 必 要 そ の

他 や む を 得 な い 事 情 が あ る 場 合 に つ い て は 、 こ の 限 り で は あ り ま せ ん 。  

 

Ｑ２－12  

新 任 の 社 員 （ 転 職 し て き た 社 員 を 含 む ） を 主 任 技 術 者 等 と す る こ と が で き る か 。

 

Ａ ： 　 Ｑ ２ ー １ １ の と お り 、 入 札 の 申 し 込 み の 日 な ど か ら ３ か 月 以 上 の 雇 用 が な け れ ば

主 任 技 術 者 等 と す る こ と は で き ま せ ん 。  

 

Ｑ２－13  

技 術 者 の 身 分 確 認 の た め 、 健 康 保 険 証 を 常 時 携 帯 し て い な け れ ば な ら な い の か 。



 

Ａ ： 　 技 術 者 の 当 初 の 確 認 時 、 健 康 保 険 証 の コ ピ ー で も 本 人 と 確 認 で き れ ば よ く 、 常

時 携 帯 す る 必 要 は あ り ま せ ん 。  

な お 、 被 扶 養 者 な ど の 情 報 に つ い て は 不 要 で あ り 、 身 分 を 確 認 す る こ と が で き

る 部 分 の コ ピ ー で 可 と し ま す 。  

 

Ｑ２－14  

主 任 技 術 者 と の 直 接 的 及 び 恒 常 的 雇 用 関 係 に つ い て は 、 健 康 保 険 被 保 険 者 証 で そ

の 事 実 を 確 認 す る こ と さ れ て い る が 、 60歳 を 過 ぎ た 本 人 (主 任 技 術 者 )の 希 望 で 国

民 健 康 保 険 に 加 入 し て い る 場 合 、 ど の よ う な 証 明 を 受 け れ ば よ い か 。

 

Ａ ： 　 通 常 、 社 会 保 険 に 加 入 し て い る も の で あ る が 、 国 民 健 康 保 険 の ま ま 雇 用 し て い

る な ら ば 、 な ぜ 、 国 民 健 康 保 険 に 加 入 し て い る の か 、 ま た 、 会 社 と 本 人 と の 雇 用 関

係 に つ い て 市 町 村 民 税 等 の 特 別 徴 収 税 額 通 知 書 で 確 認 を す る こ と と な り ま す 。  

 



３ ．主任技術者等の専任  

Ｑ３－１  

主 任 技 術 者 等 の 専 任 が 必 要 な 工 事 と は 何 か 。

 

Ａ ： 　 公 共 性 の あ る 施 設 若 し く は 工 作 物 に 関 す る 建 設 工 事 （ 個 人 住 宅 な ど を 除 く ほ と

ん ど の 工 事 が 該 当 し ま す 。 ） で 、 請 負 金 額 が 4,000万 円 （ 建 築 一 式 工 事 の 場 合 は 8,

000万 円 ） 以 上 の 工 事 を 施 工 し よ う と す る 場 合 は 、 よ り 適 正 な 施 工 を 確 保 す る た

め に 、 主 任 技 術 者 又 は 監 理 技 術 者 を 工 事 現 場 ご と に 専 任 で 置 く 必 要 が あ り ま す 。 

ま た 、 特 例 監 理 技 術 者 を 設 置 す る 場 合 は 、 当 該 工 事 現 場 に 設 置 す る 監 理 技 術 者

補 佐 は 専 任 で 置 く 必 要 が あ り ま す 。  

「 現 場 ご と に 専 任 」 と は 、 他 の 工 事 現 場 の 「 主 任 技 術 者 」 、 「 監 理 技 術 者 」 又 は 「 監

理 技 術 者 補 佐 」 及 び 「 営 業 所 の 専 任 技 術 者 」 と の 兼 任 を 認 め な い こ と を 意 味 し 、 元

請 ・ 下 請 負 に か か わ ら ず 、 常 時 継 続 的 に 当 該 工 事 現 場 に 係 る 職 務 に の み 従 事 し て

い る こ と を い い ま す 。  

 

 

Ｑ３－２  

２ つ の 工 事 に お い て 、 同 一 の 専 任 の 主 任 技 術 者 を 配 置 す る こ と が で き る か 。

 

Ａ ： 　 密 接 な 関 係 の あ る ２ 以 上 の 建 設 工 事 を 同 一 の 建 設 業 者 が 同 一 の 場 所 又 は 近 接 し

た 場 所 に お い て 施 工 す る 場 合 は 、 同 一 の 専 任 の 主 任 技 術 者 が こ れ ら の 建 設 工 事 を

管 理 す る こ と が で き ま す 。 具 体 的 に は 、 次 の (1)(2)の 要 件 を と も に 満 た す 場 合 に

お い て は 、 ２ つ の 工 事 で 同 一 の 専 任 の 主 任 技 術 者 を 配 置 す る こ と が で き ま す 。  

な お 、 こ の 規 定 は 、 専 任 の 監 理 技 術 者 に つ い て は 適 用 さ れ ま せ ん 。  

(1)　 対 象 と な る 工 作 物 に 一 体 性 若 し く は 連 続 性 が 認 め ら れ る 工 事 又 は 施 工 に あ

た り 相 互 に 調 整 を 要 す る 工 事  

(2)　 工 事 現 場 の 相 互 の 間 隔 が 10km程 度 の 工 事  

 



 

Ｑ３－３  

２ つ 以 上 の 工 事 に お い て 、 同 一 の 主 任 技 術 者 又 は 監 理 技 術 者 を 配 置 す る こ と が で

き る か 。

 

Ａ ： 　 次 の (1)(2)の 要 件 を と も に 満 た す 複 数 の 工 事 は 、 一 つ の 工 事 と み な し て 同 一 の

主 任 技 術 者 等 が 管 理 す る こ と が で き ま す 。  

(1)　 同 一 あ る い は 別 々 の 注 文 者 が 、 同 一 の 建 設 業 者 と 締 結 す る 契 約 工 期 の 重 複

す る も の  

(2)　 そ れ ぞ れ の 工 事 の 対 象 が 同 一 の 建 築 物 又 は 連 続 す る 工 作 物 で あ る も の  

 

こ の 場 合 、 当 該 複 数 工 事 を 一 つ の 工 事 と み な す た め 、 下 請 金 額 の 合 計 が 4,500

万 円 （ 建 築 一 式 工 事 の 場 合 は 7,000万 円 ） 以 上 と な る 場 合 は 監 理 技 術 者 を 設 置 し

な け れ ば な り ま せ ん 。  

ま た 、 当 該 複 数 工 事 の 請 負 代 金 額 の 合 計 が 4,000万 円 （ 建 築 一 式 工 事 の 場 合 は

8,000万 円 ） 以 上 と な る 場 合 は 、 主 任 技 術 者 又 は 監 理 技 術 者 は 専 任 の 者 で な け れ

ば な り ま せ ん 。  

 

 

 

 

 

      →専任の主任技術者      →専任の主任技術者      　 　 　 →専任の監理技術者  

 

 

Ｑ３－４  

２ つ の 工 事 に お い て 、 同 一 の 監 理 技 術 者 を 配 置 す る こ と が で き る か 。

 

Ａ ： 　 監 理 技 術 者 補 佐 を そ れ ぞ れ の 現 場 に 専 任 で 配 置 す る 場 合 は 、 特 例 監 理 技 術 者 と

し て 、 同 一 の 監 理 技 術 者 が ２ つ の 工 事 を 兼 務 す る こ と が で き ま す 。 た だ し 、 次 の 要

件 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 は 、 同 一 の 監 理 技 術 者 を ２ つ の 工 事 で 兼 務 す る こ と

は で き ま せ ん 。  

 

(1)　 工 事 規 模  

工 種 工 事 規 模

 一 般 土 木 、 建 築 、 電 気 、 管  予 定 価 格 が ３ 億 円 以 上 の 工 事

 舗 装  予 定 価 格 が ６ 千 万 円 以 上 の 工 事

 そ の 他  WTO対 象 の 工 事

 

(2)　 技 術 的 難 易 度  

工 種 工 事 規 模

 一 般 土 木  予 定 価 格 が ７ 千 万 円 以 上 の 総 合 評 価 落 札 方 式 入 札 で

難 易 度 Ⅳ 以 上 （ 実 績 審 査 タ イ プ を 除 く 。 ） の 工 事

 建 築  予 定 価 格 が １ 億 円 以 上 の 総 合 評 価 落 札 方 式 入 札 で 難

易 度 Ⅳ 以 上 の 工 事

 そ の 他  標 準 型 総 合 評 価 落 札 方 式 入 札 を 行 っ た 工 事

Ａ工事（土木一式工事）

請負代金 4,200万円

下請代金 2,600万円

B工事（土木一式工事）

請負代金 4,000万円

下請代金 2,000万円

A工事+B工事（土木一式工事）

請負代金 8,200万円

下請代金 4,600万円



 

ま た 、 同 一 の 管 内 で あ れ ば 、 国 ・ 市 町 村 等 の 他 発 注 機 関 の 工 事 と の 兼 務 に つ い

て も 可 能 で す が 、 あ ら か じ め 各 工 事 に お い て 兼 務 が 認 め ら れ て い る か 発 注 者 に 対

し 確 認 が 必 要 で す 。  

 

Ｑ３－５  

監 理 技 術 者 が 工 事 を 兼 務 し な い 場 合 で も 補 佐 を つ け る こ と は 可 能 か 。

 

Ａ ： 　 配 置 す る こ と は 可 能 で す が 、 建 設 業 法 上 、 監 理 技 術 者 補 佐 と は 認 め ら れ ま せ ん 。 

 

Ｑ３－６  
工 場 製 作 工 事 に お い て 、 同 一 工 場 内 で 他 の 同 種 工 事 に 係 る 製 作 が あ る 場 合 、 主 任

技 術 者 等 は ２ つ の 工 事 に そ れ ぞ れ 配 置 さ れ な け れ ば な ら な い か 。

 

Ａ ： 　 橋 梁 、 ポ ン プ 、 ゲ ー ト 、 エ レ ベ ー タ ー 、 発 電 機 ・ 配 電 盤 の 電 機 品 等 の 工 場 製 作 工 事

全 般 に お い て 、 同 一 工 場 内 で 他 の 同 種 工 事 に 係 る 製 作 と 一 元 的 な 管 理 体 制 の も と

で 製 作 を 行 う こ と が 可 能 で あ る 場 合 、 同 一 の 主 任 技 術 者 等 が 専 任 で ２ つ の 工 事 に

あ た る こ と が で き ま す 。  

 

Ｑ３－７  

Ｑ ３ － ６ に お け る 「 一 元 的 な 管 理 体 制 」 と は 、 ど の よ う な こ と か 。

 

Ａ ： 　 ２ つ の 工 事 そ れ ぞ れ の 施 工 計 画 ・ 設 計 協 議 ・ 工 程 管 理 ・ 品 質 管 理 ・ 安 全 管 理 な ど

に つ い て 、 同 一 の 技 術 者 が 効 率 的 に 行 う こ と が で き る 体 制 の こ と を い い ま す 。  

 

Ｑ３－８  

一 次 下 請 で あ る Ａ 社 及 び Ｂ 社 か ら 当 社 は 二 次 下 請 と し て 契 約 し た が 、 そ れ ぞ れ の

請 負 金 額 が 4,000万 円 未 満 で あ る 場 合 、 主 任 技 術 者 等 は ２ つ の 工 事 を 兼 務 し て も よ

い か 。

 

Ａ ： 　 そ れ ぞ れ の 請 負 金 額 が 4,000万 円 未 満 な ら ば 、 ど ち ら も 専 任 に な り ま せ ん 。 た

だ し 、 適 正 な 施 工 を 確 保 す る こ と に 、 十 分 な 配 慮 を す る こ と が 必 要 で す 。  

 

Ｑ３－９  

営 業 所 と 工 事 現 場 が 至 近 距 離 に あ る た め 、 営 業 所 の 専 任 技 術 者 を 主 任 技 術 者 等 と

し て 工 事 現 場 に 従 事 さ せ る こ と は で き な い か 。

 

Ａ ： 　 営 業 所 の 専 任 技 術 者 は 、 営 業 所 に 常 勤 （ テ レ ワ ー ク を 行 う 場 合 を 含 む 。 ） し て 専

ら そ の 職 務 に 従 事 す る こ と が 求 め ら れ 、 所 属 営 業 所 に 常 勤 し て い る こ と が 原 則 で

す 。 た だ し 、 特 例 と し て 、 次 の (1)か ら (3)ま で の 全 て の 要 件 を 満 た す 場 合 は 、 当 該

工 事 の 専 任 を 要 し な い 主 任 技 術 者 等 と な る こ と が で き ま す 。  

(1)　 当 該 営 業 所 に お い て 請 負 契 約 が 締 結 さ れ た 建 設 工 事 で あ る こ と  

(2)　 工 事 現 場 と 営 業 所 が 近 接 し 、 当 該 営 業 所 と の 間 で 常 時 連 絡 を 取 り う る 体 制

に あ る こ と  



(3)　 所 属 建 設 業 者 と 直 接 的 か つ 恒 常 的 な 雇 用 関 係 に あ る こ と  

ま た 、 道 が 発 注 す る 工 事 は 契 約 約 款 に お い て 現 場 代 理 人 の 常 駐 を 求 め て い ま す

の で 、 主 任 技 術 者 等 が 現 場 代 理 人 を 兼 ね る 際 は 、 判 断 に 当 た り 注 意 が 必 要 で す 。 

 

Ｑ３－10  

経 常 建 設 共 同 企 業 体 の 構 成 員 は 、 代 表 者 で あ る な し に か か わ ら ず 、 ど の よ う な 工

事 で も 主 任 技 術 者 等 を 専 任 で 設 置 し な け れ ば な ら な い か 。

 

Ａ ： 　 全 て の 構 成 員 が 、 主 任 技 術 者 等 を 専 任 で 設 置 し て く だ さ い 。 た だ し 、 請 負 代 金 額

が １ 億 ２ 千 万 円 （ 建 築 一 式 の 場 合 は ２ 億 ４ 千 万 円 ） 未 満 で あ れ ば 、 構 成 員 の １ 者 が

主 任 技 術 者 等 を 専 任 で 設 置 で き れ ば 、 そ の 他 の 構 成 員 は 専 任 で 配 置 す る 必 要 は あ

り ま せ ん 。  

 

 （ 例 ） 請 負 代 金 額 が １ 億 ２ 千 万 円 未 満 の 一 般 土 木 工 事 の 場 合

 

 

 

 

 

 （ 例 ） 請 負 代 金 額 が １ 億 ２ 千 万 円 以 上 の 一 般 土 木 工 事 の 場 合

 

 

 

 

 

Ｑ３－1１  

経 常 建 設 共 同 企 業 体 （ 乙 型 ） の 構 成 員 は 、 そ れ ぞ れ の 分 担 工 事 が 稼 働 し て い る 期

間 の み そ れ ぞ れ の 主 任 技 術 者 等 を 専 任 で 設 置 す る こ と と し て よ い か 。  

ま た 、 そ れ ぞ れ の 分 担 工 事 の 請 負 代 金 額 に よ っ て 、 そ れ ぞ れ 主 任 技 術 者 等 を 専 任

で 設 置 す る こ と と し て よ い か 。

 

Ａ ： 　 請 け 負 っ た 工 事 を あ ら か じ め 分 割 し て 各 構 成 員 が そ れ ぞ れ の 分 担 し た 工 事 に つ

い て 責 任 を 持 っ て 施 工 す る 乙 型 共 同 企 業 体 に つ い て は 、 損 益 の 計 算 に つ い て 合 同

計 算 は 行 わ な い な ど 、 分 担 工 事 の そ れ ぞ れ が １ つ の 工 事 と 見 な す こ と が で き る 側

面 も あ る こ と か ら 、 各 構 成 員 の 分 担 工 事 の 実 施 期 間 に つ い て 専 任 又 は 兼 任 で 設 置

で き れ ば よ い も の と し ま す 。 た だ し 、 施 工 計 画 な ど に つ い て 、 各 構 成 員 が 十 分 な 連

携 を と る こ と が 必 要 で す 。  

ま た 、 設 置 す る 主 任 技 術 者 等 に つ い て は 、 各 構 成 員 の 分 担 工 事 の 金 額 に 応 じ て 、

専 任 又 は 兼 任 で 設 置 で き れ ば よ い も の と し ま す 。  

 

Ａ社（代表者）

専任 主任技術者

Ｂ社（構成員）

非専任 主任技術者

Ｃ社（構成員）

非専任 主任技術者

Ａ社（代表者）

専任 主任技術者

Ｂ社（構成員）

専任 主任技術者

Ｃ社（構成員）

専任 主任技術者



４ ．主任技術者等の専任期間  

Ｑ４－１  

発 注 者 と 他 機 関 と の 調 整 の た め 、 工 事 を 一 時 中 止 し て い る 期 間 は 、 主 任 技 術 者 等

の 専 任 を 解 除 で き る か 。

 

Ａ ： 　 道 か ら 直 接 工 事 を 請 け 負 っ た 建 設 業 者 が 、 主 任 技 術 者 等 を 工 事 現 場 に 専 任 で 設

置 す べ き 期 間 は 契 約 工 期 が 基 本 と な り ま す が 、 発 注 者 の 都 合 に よ り 一 時 中 止 し た

場 合 は 、 工 事 現 場 へ の 専 任 は 要 し ま せ ん 。 た だ し 、 工 事 を 中 止 す る 期 間 が 、 設 計 図

書 若 し く は 打 合 せ 記 録 等 の 書 面 に よ り 明 確 に な っ て い る こ と が 必 要 で す 。  

 

Ｑ４－２  

工 事 現 場 へ の 立 入 調 査 や 施 工 計 画 の 立 案 等 の 工 事 準 備 に 未 着 手 の 場 合 、 又 は 工

事 が 完 成 し 完 成 検 査 と 事 務 手 続 が 残 っ て い る 場 合 の 当 該 期 間 は 、 主 任 技 術 者 等 の 専

任 を 要 し な い か 。

 

Ａ ： 　 現 場 施 工 に 未 着 手 の 場 合 は 専 任 を 要 し ま せ ん 。 こ の 場 合 、 未 着 手 と は 請 負 契 約

の 締 結 後 、 現 場 施 工 に 着 手 す る ま で の 期 間 を い い 、 実 際 に は 、 現 場 事 務 所 の 設 置 、

資 機 材 の 搬 入 、 又 は 建 設 工 事 が 開 始 さ れ る ま で の 期 間 を い い ま す 。  

な お 、 フ レ ッ ク ス 工 期 制 に よ る 工 事 の 場 合 に お い て は 、 申 し 出 た 実 工 期 の 工 事 開

始 日 を 着 手 の 日 と み な し ま す 。  

ま た 、 完 成 検 査 が 終 了 し 事 務 手 続 の み が 残 っ て い る 場 合 は 、 そ れ 以 降 は 専 任 を

要 し ま せ ん 。  

 
「発注者から直接建設工事を請け負った場合」の専任期間  

 

Ｑ４－３  

工 事 が ２ 次 下 請 業 者 ま で 下 請 け さ れ て い る が 、 ２ 次 下 請 業 者 が 工 事 を 行 っ て い る

期 間 は 、 １ 次 下 請 業 者 の 主 任 技 術 者 等 は 専 任 し て い な く て も よ い か 。

 

Ａ ： 　 １ 次 下 請 業 者 の 請 負 金 額 が 4,000万 円 以 上 で あ る 場 合 は 、 自 ら が 直 接 施 工 す る

工 事 が な い 期 間 で あ っ て も 、 主 任 技 術 者 等 は 現 場 に 専 任 し て い な け れ ば な り ま せ

ん 。  

 

 

契約工期（当初）

契約工期（変更後）
早期に工事が完成

専任の必要な期間 専任の必要な期間

契約締結後、現場施工に

未着手である場合

工事を一時中止して

いる場合

工事完成検査が終わり、

事務手続きのみが残って

いる場合



下請工事であっても主任技術者の専任が必要  

 

注意）工 事 が ３ 次 下 請 業 者 ま で 下 請 け さ れ て い る 場 合 で 、 ３ 次 下 請 業 者 が 作 業 を 行 っ

て い る 場 合 は 、 １ 次 ・ ２ 次 下 請 業 者 は 、 自 ら が 直 接 施 工 す る 工 事 が な い 場 合 で あ

っ て も主任 技 術者 は 現場 に 専 任 して い なけれ ば な りませ ん。  

 

Ｑ４－４  

工 場 製 作 を 含 ん だ 橋 梁 工 事 に お い て 、 工 場 製 作 期 間 と 現 場 に お け る 橋 脚 工 事 の 期

間 が 重 複 し て い る 場 合 、 １ 人 の 主 任 技 術 者 等 の 専 任 で 構 わ な い か 。

 

Ａ ： 　 重 複 す る 期 間 中 に 専 任 技 術 者 が ど ち ら か の 現 場 に 張 り 付 く と 、 工 場 製 作 現 場 と

工 事 現 場 は 離 れ て い る こ と か ら 、 当 然 、 一 方 の 現 場 は 技 術 者 が 不 在 に な っ て し ま

い ま す の で 、 重 複 す る 期 間 は 個 々 に 技 術 者 が 必 要 に な り ま す 。  

な お 、 工 場 製 作 の み で 現 場 が 稼 働 し て い な い 期 間 が 、 設 計 図 書 、 打 合 せ 記 録 等

の 書 面 で 明 確 に さ れ て い る 場 合 に 限 っ て 、 現 場 の 技 術 者 は 専 任 を 要 し ま せ ん 。  

 

 

Ｑ４－５  

工 場 製 作 を 伴 う 工 事 と し て 、 橋 梁 工 事 の 他 に ど の よ う な 工 事 が 該 当 す る の か 。

 

Ａ ： 　 工 事 内 容 に も よ り ま す が 、 下 水 道 の プ ラ ン ト 工 事 、 エ レ ベ ー タ 工 事 、 門 扉 設 置 工

事 な ど の 工 場 製 作 を 伴 う 工 事 に つ い て は 、 当 該 工 場 製 作 の み が 稼 働 し て い る 期 間

は 、 橋 梁 工 事 と 同 様 の 取 扱 い が 可 能 で す 。  

 

契約工期

工事現場稼働期間

専任の必要な期間 専任の必要な期間

技術者の配置が

必要な期間

工場製作のみで

現場が稼働していない期間

工事現場稼働期間

専任の必要な期間

工場製作期間

技術者の配置が

必要な期間

契約工期

下請工事 下請工事

実施期間 実施期間

下請工事における専任

が必要な期間
下請工事における専任

が必要な期間



Ｑ４－６  

維 持 工 事 等 に お い て 長 期 間 の 契 約 工 期 と な る 場 合 、 現 場 が 稼 働 す る 時 期 が あ ら か

じ め 特 定 さ れ て い る も の に つ い て は 、 フ レ ッ ク ス 工 期 制 に よ る 工 事 の 場 合 と 同 様 の

取 扱 い を し て も よ い か 。

 

Ａ ： 　 維 持 工 事 に お い て 、 現 場 が 稼 働 す る 以 外 の 時 期 に つ い て は 、 工 事 の 準 備 ・ 待 機

等 の 必 要 が な い こ と が 施 工 計 画 等 に よ り 事 前 に 明 確 な 場 合 、 フ レ ッ ク ス 工 期 制 に

よ る 工 事 と 同 様 に 現 場 が 稼 働 し て い る 期 間 以 外 は 、 技 術 者 の 配 置 を 要 し な い 期 間

と し て 扱 う こ と が 可 能 で す 。  

 

 

 

５ ．主任技術者等の交代  

Ｑ５－１  

配 置 し た 技 術 者 を 、 工 事 途 中 で 変 更 す る こ と が で き る か 。  

ま た 、 変 更 で き る 場 合 、 変 更 後 の 技 術 者 に つ い て も ３ か 月 以 上 の 雇 用 関 係 が 必 要

な の か 。 必 要 な 場 合 の ３ か 月 の 始 期 は い つ か 。

 

Ａ ： 　 建 設 工 事 の 適 正 な 施 工 の 確 保 を 阻 害 す る 恐 れ が あ る こ と か ら 、 施 工 管 理 を つ か

さ ど っ て い る 監 理 技 術 者 等 の 工 期 途 中 で の 交 代 は 、 当 該 工 事 に お け る 入 札 ･契 約

手 続 き の 公 平 性 の 確 保 を 踏 ま え た 上 で 、 慎 重 か つ 必 要 最 小 限 と す る 必 要 が あ り ま

す が 、 次 の 場 合 に は 変 更 が 可 能 で す 。  

(1)　 死 亡 、 傷 病 、 出 産 、 育 児 、 介 護 又 は 退 職 等 の 場 合  

(2)　 受 注 者 の 責 に よ ら な い 契 約 事 項 の 変 更 に 伴 う 場 合  

(3)　 工 場 か ら 現 地 へ 工 事 の 現 場 が 移 行 す る 場 合  

(4)　 工 事 工 程 上 技 術 者 の 交 代 が 合 理 的 な 場 合  

い ず れ の 場 合 も 、 交 代 の 時 期 は 工 程 上 一 定 の 区 切 り と 認 め ら れ る 時 点 と す る ほ

か 、 交 代 前 後 に お け る 主 任 技 術 者 等 の 技 術 力 が 同 等 以 上 に 確 保 さ れ る と と も に 、

工 事 の 規 模 ・ 難 易 度 等 に 応 じ 一 定 期 間 重 複 し て 工 事 現 場 に 設 置 す る な ど の 措 置 を

と る こ と に よ り 、 工 事 の 継 続 性 ・ 品 質 確 保 等 に 支 障 が な い と 認 め ら れ る こ と が 必 要

で す 。  

ま た 、 変 更 後 の 技 術 者 に つ い て も 入 札 申 し 込 み の 日 の ３ か 月 前 か ら の 雇 用 関 係

が 必 要 で す 。  

 

Ｑ５－２  

主 任 技 術 者 等 が 死 亡 し た た め 交 代 す る 必 要 が 生 じ た が 、 当 社 に は 現 在 、 交 代 で き

る 技 術 者 が い な い た め 、 新 た な 技 術 者 を 雇 用 し 専 任 の 主 任 技 術 者 等 と し た い と 考 え

て い る が 、 こ の 場 合 、 入 札 の 申 込 み の あ っ た 日 以 前 等 に ３ か 月 以 上 の 雇 用 関 係 に な

い 技 術 者 を 配 置 し て よ い か 。

 

Ａ ： 　 交 代 す る 技 術 者 は 、 前 技 術 者 と 同 様 に 入 札 の 申 し 込 み 前 ３ か 月 以 上 の 雇 用 関 係

に あ る 者 と な り ま す が 、 そ の よ う な 技 術 者 が い な い 場 合 、 変 更 の 申 請 が あ り 受 理

し た 時 点 で ３ か 月 以 上 の 雇 用 関 係 に あ る 者 と な り ま す 。 そ れ で も 設 問 の よ う に 技

術 者 が い な い 場 合 に は 、 交 代 が や む を 得 な い 理 由 に よ る も の で あ っ て 、 工 事 の 継

続 に よ っ て 事 業 効 果 の 早 期 発 現 が 期 待 さ れ る の で あ れ ば 、 ３ か 月 未 満 の 新 た な 技



術 者 へ の 交 代 を 認 め ま す 。 た だ し 、 こ の 場 合 で あ っ て も 前 技 術 者 と 同 等 以 上 の 技

術 力 を 有 す る 者 を 確 保 す る よ う 努 め る こ と が 必 要 で す 。  

 

Ｑ５－３  

ト ン ネ ル ・ ダ ム 工 事 等 の 大 型 工 事 で 、 １ つ の 契 約 工 期 が 多 年 に 及 ぶ 場 合 、 １ 年 単 位

で 主 任 技 術 者 等 を 交 代 さ せ て よ い か 。

 

Ａ ： 　 工 事 の 規 模 の 大 小 に か か わ ら ず 一 つ の 契 約 工 期 が 多 年 に 及 ぶ 場 合 、 発 注 者 と 受

注 者 と の 協 議 に よ り 、 工 事 の 規 模 、 難 易 度 等 に 応 じ 一 定 期 間 重 複 し て 工 事 現 場 に

設 置 す る な ど の 措 置 を と る こ と に よ り 、 工 事 の 継 続 性 、 品 質 確 保 等 に 支 障 が な い

と 認 め ら れ る 場 合 は 、 １ 年 と い う 期 間 に 捉 わ れ ず 工 程 上 一 定 の 区 切 り と 認 め ら れ

る 時 点 に お い て 交 代 を 認 め ま す 。  

 

Ｑ５－４  

専 任 の 主 任 技 術 者 等 が 短 期 間 現 場 を 離 れ る 場 合 、 協 議 簿 処 理 で よ い ケ ー ス は 、 ど

の よ う な 場 合 か 。

 

Ａ ： 　 社 会 的 な 規 範 か ら 判 断 し て 、 次 の よ う な 場 合 、 お お む ね １ 週 間 以 内 の 必 要 な 日 数

を 協 議 簿 等 で 協 議 す る こ と に よ り 処 理 し て く だ さ い 。  

な お 、 こ の 場 合 に お い て も 、 現 場 が 施 工 中 の 場 合 に は 職 務 の 代 行 が 可 能 な 技 術

者 を 配 置 す る な ど 、 請 負 業 者 と し て 施 工 管 理 、 安 全 管 理 に 十 分 配 慮 す る こ と が 必

要 で す 。  

・ 社 内 の 安 全 会 議  

・ お 盆 、 年 末 年 始  

・ 通 院 、 短 期 の 入 院  

・ 冠 婚 葬 祭  

・ 企 業 が 定 め た 休 暇 等  

 

Ｑ５－５  

専 任 の 監 理 技 術 者 が 、 新 た に 受 注 し た 他 の 工 事 の 監 理 技 術 者 を 兼 務 す る こ と と な

っ た 場 合 は 途 中 交 代 と な る か 。  

ま た 、 届 出 は 必 要 か 。

 

Ａ ： 　 監 理 技 術 者 か ら 特 例 監 理 技 術 者 へ の 変 更 又 は 特 例 監 理 技 術 者 か ら 監 理 技 術 者

へ の 変 更 は 、 工 期 途 中 で の 交 代 に は 該 当 し ま せ ん 。  

ま た 、 監 理 技 術 者 が 専 任 か ら 兼 務 に 変 わ り 、 監 理 技 術 者 補 佐 を 新 た に 専 任 で 設

置 す る 場 合 は 、 施 工 体 制 が 変 更 と な り ま す の で 、 新 た に 受 注 し た 工 事 の 契 約 締 結

後 、 速 や か に 、 現 場 代 理 人 等 変 更 通 知 書 及 び 変 更 後 の 施 工 体 制 台 帳 の 写 し を 提 出

し て く だ さ い 。  

 



６ ．現場代理人  

Ｑ６－１  

現 場 代 理 人 の 職 務 及 び 資 格 要 件 は 何 か 。

 

Ａ ： 　 現 場 代 理 人 は 、 請 負 契 約 の 履 行 に 関 し て 工 事 現 場 に 常 駐 し 、 そ の 運 営 、 取 締 り を

行 う ほ か 、 請 負 代 金 額 の 変 更 ・ 請 求 ・ 受 領 及 び 契 約 の 解 除 な ど 重 要 事 項 を 除 い て 、

こ の 契 約 に 基 づ く 受 注 者 の 一 切 の 任 務 を 代 行 す る 者 で 、 施 工 技 術 上 の 管 理 を つ か

さ ど る 主 任 技 術 者 等 と 違 う 役 割 を 担 う も の で あ り 、 特 段 の 資 格 を 必 要 と は し て い

ま せ ん 。  

な お 、 現 場 代 理 人 が 主 任 技 術 者 又 は 監 理 技 術 者 と し て の 資 格 を 持 っ て い る 場 合

は 、 兼 務 す る こ と が 可 能 で す 。  

 

Ｑ６－２  

人 材 派 遣 会 社 か ら 派 遣 さ れ た 社 員 を 現 場 代 理 人 と す る こ と が で き る か 。

 

Ａ ： 　 主 任 技 術 者 又 は 監 理 技 術 者 と 兼 任 し な い で 単 独 で 配 置 さ れ る 現 場 代 理 人 の 場

合 は 、 現 場 代 理 人 に 関 す る 要 件 を 法 な ど で 定 め て い な い こ と か ら 、 派 遣 社 員 で も

可 能 で す 。 た だ し 、 よ り 適 正 な 施 工 体 制 の 確 保 を 図 る た め 、 現 場 代 理 人 に つ い て も

直 接 的 な 雇 用 関 係 に あ る 者 を 設 置 す る よ う 発 注 者 と し て 要 請 し て く だ さ い 。  

な お 、 要 請 に 応 じ ず 派 遣 社 員 が 現 場 代 理 人 と な っ た 場 合 は 、 派 遣 契 約 や 代 理 契

約 等 に つ い て 確 認 す る 必 要 が あ り ま す 。  

 

Ｑ６－３  

主 任 技 術 者 等 と 現 場 代 理 人 と は 同 一 の 場 合 が 多 い が 、 短 期 間 で あ れ ば 現 場 を 離 れ

て も 現 場 代 理 人 交 代 手 続 を と ら ず 、 協 議 簿 処 理 で よ い ケ ー ス は 、 ど の よ う な 場 合 か 。

 

Ａ ：Ｑ ５ － ４ と 同 様 の 取 扱 い と な り ま す 。  

 

Ｑ６－４  

発 注 者 と 他 機 関 と の 調 整 等 の た め 、 工 事 を 一 時 中 止 し て い る 期 間 や 工 事 の 完 成 （ 完 成

届提出） 後、引渡完 了まで の間、他の 工事の現場代理 人にな るこ とが できるか。

 

Ａ ： 　 契 約 約 款 に お い て 、 現 場 代 理 人 は 工 事 現 場 に 常 駐 す る こ と と し て い ま す 。 こ れ

は 、 当 該 契 約 に 係 る 作 業 期 間 中 、 常 に 工 事 現 場 に 滞 在 し 、 発 注 者 等 と の 連 絡 に 支

障 を 来 さ な い よ う に す る こ と を 目 的 と し て い る も の で す が 、 工 事 を 中 止 す る 期 間

が 設 計 図 書 若 し く は 打 合 せ 記 録 等 の 書 面 に よ り 明 確 に な っ て い る 場 合 で 、 か つ 現

場 管 理 が 十 分 に 行 わ れ て い る と 認 め ら れ る 場 合 は 、 他 の 工 事 の 現 場 代 理 人 と な る

こ と を 認 め ま す 。  

ま た 、 作 業 を 完 了 し 工 事 が 完 成 （ 完 成 届 提 出 ） し た 後 は 、 常 駐 す る 必 要 は あ り ま

せ ん が 、 検 査 及 び 引 渡 が 行 わ れ て い な い こ と か ら 受 注 者 と し て の 善 管 注 意 義 務 は

残 っ て お り 、 事 務 手 続 や 発 注 者 と の 連 絡 な ど に 支 障 を 来 さ な い よ う 留 意 が 必 要 で

す 。  

な お 、 現 場 代 理 人 が 主 任 ・ 監 理 技 術 者 を 兼 任 し て い る 場 合 は 、 「 常 駐 」 の 要 否 と

は 別 に 専 任 期 間 （ 検 査 終 了 ま で ） を 確 保 す る 必 要 が あ り ま す 。  



Ｑ６－５  

契 約 約 款 に は 、 「 現 場 代 理 人 の 工 事 現 場 に お け る 運 営 及 び 取 締 に 支 障 が な く 、 か つ 、

発 注 者 と の 連 絡 体 制 が 確 保 さ れ る と 認 め た 場 合 に は 、 工 事 現 場 に 置 け る 常 駐 を 要 し な

いこととするこ とがで きる」とあるが、具体的 には、ど のよう な場合か。

 

Ａ ： 　 Ｑ ６ － ４ の ほ か 、 次 の 期 間 に つ い て は 、 常 駐 を 要 し ま せ ん 。  

１ 　 契 約 締 結 後 、 現 場 事 務 所 の 設 置 、 資 機 材 の 搬 入 又 は 仮 設 工 事 等 が 開 始 さ れ る

ま で の 期 間 。  

２ 　 橋 梁 、 ポ ン プ 、 ゲ ー ト 、 エ レ ベ ー タ ー 等 の 工 場 製 作 を 含 む 工 事 で あ っ て 、 工 場

製 作 の み が 行 わ れ て い る 期 間 。  

３ 　 上 記 以 外 で 、 工 事 現 場 に お い て 作 業 等 が 行 わ れ て い な い 期 間 。  

 

Ｑ６－６  

現場代理人が、他の工事の現場代理人を兼任するこ とができるときは、どのような場合

か。

 

Ａ ： 　 工 事 現 場 に お け る 運 営 及 び 取 締 り に 支 障 が な く 、 か つ 、 発 注 者 と の 連 絡 が 確 保

さ れ る と 認 め ら れ る 場 合 で あ り 、 次 の (1)又 は (2)を 満 た す 工 事 で 、 現 場 代 理 人 を

兼 任 す る こ と が で き ま す 。  

 

(1)　 次 の ア か ら ウ の 基 準 を 満 た す 場 合 は 、 ２ 件 若 し く は ３ 件 の 工 事 で 現 場 代 理 人

を 兼 任 で き る も の と す る 。  

ア 　 請 負 代 金 額 が 4,000万 円 未 満 の 工 事 で あ る こ と （ 建 築 工 事 は 8,000万 円

未 満 ） 。  

イ 　 工 事 現 場 が 原 則 、 同 一 市 町 村 内 で あ る こ と 。  

ウ 　 公 共 工 事 で あ る こ と （ 他 発 注 機 関 の 工 事 と の 兼 任 の 場 合 は 、 他 発 注 機 関 が

兼 任 を 認 め て い る 場 合 に 限 る 。 ） 。  

(2)　 建 設 業 法 施 行 令 第 ２ ７ 条 第 ２ 項 に よ り 密 接 な 関 係 の あ る 工 事 に つ い て 同 一

の 専 任 の 主 任 技 術 者 が 管 理 で き る と さ れ た ２ 件 若 し く は ３ 件 の 工 事 で 現 場 代

理 人 を 兼 任 で き る も の と す る 。  

 

な お 、 基 準 を 満 た す 場 合 で あ っ て も 、 そ れ ぞ れ の 工 事 に 受 注 者 の 社 員 等 で 確 実

に 連 絡 が 可 能 で あ る 連 絡 員 を 定 め 、 現 場 代 理 人 が 現 場 を 離 れ る 場 合 は 、 連 絡 員 を

工 事 現 場 に 配 置 し 、 発 注 者 と の 連 絡 に 支 障 が な い よ う 万 全 を 期 す こ と や 、 兼 任 時

に お い て も 、 そ れ ぞ れ の 工 事 に お け る 現 場 代 理 人 と し て の 職 務 は 適 切 に 執 行 す る

こ と が 必 要 で す 。  

 

Ｑ６－７ 

「現場 代理人 の兼任 に関 する取 扱い」 に おいて、兼任の 条件として 、「受注者は現場 代理

人 を 兼 任 す る そ れぞ れ の 工 事 に 受 注 者 の 社 員 等 で 確 実 に 連 絡 が 可 能 で あ る 連 絡 員 を 定

め」とあるが、社員等の「等」とは何を指すのか。

 

Ａ ： 　 社 員 の ほ か 、 受 注 者 の 役 員 を 配 置 可 能 と し た も の で す 。  

 



Ｑ６－８  

専任の主任技術者の設置が必要な工事で、専任の主任技術者が現場代理人を兼ねている場

合は、他の工事現場代理人を兼任することはできないのか。 

また、専任の主任技術者を兼ねていない現場代理人が、他の工事の現場代理人を兼任する

ことはできるのか。

 

Ａ ： 　 専 任 の 主 任 技 術 者 の 設 置 が 必 要 と な る 4,000万 円 以 上 の 工 事 の 場 合 の 現 場 代

理 人 の 兼 任 は 、 主 任 技 術 者 と 現 場 代 理 人 の 兼 務 の 有 無 に 関 わ ら ず 、 建 設 業 法 施 行

令 第 27条 第 ２ 項 に よ り 密 接 な 関 係 の あ る 工 事 に つ い て 同 一 の 専 任 の 主 任 技 術 者

が 管 理 で き る と さ れ た ２ 件 若 し く は ３ 件 の 工 事 に 限 り 、 現 場 代 理 人 を 兼 任 す る こ と

が 可 能 で す 。  

こ の こ と か ら 、 問 の 前 段 、 後 段 と も に 、 上 記 の 場 合 の み 、 兼 任 が 可 能 と な り ま す 。 

 

Ｑ６－９  

建 設 業 法 施 行 令 第 27条 第 ２ 項 に よ り 密 接 な 関 係 の あ る 工 事 に つ い て 同 一 の 専 任 の 主

任技術者が管理できるされた２件の工事で現場代理人を兼任しているが、１件に おいて監

理技術者の設置が必要な工事となった場合は、現場代理人を兼任できるか。

 

Ａ ： 　 建 設 業 法 施 行 令 第 27条 第 ２ 項 （ 以 下 「 施 行 令 」 と い う 。 ） の 規 定 に つ い て は 、 監

理 技 術 者 に は 適 用 さ れ な い こ と か ら 、 そ れ ぞ れ の 工 事 で 専 任 の 技 術 者 を 配 置 し な

け れ ば な ら な い も の で あ り 、 施 行 令 の 規 定 が 適 用 さ れ な く な っ た こ と に よ り 、 現 場

代 理 人 に つ い て も 、 そ れ ぞ れ の 工 事 で の 配 置 が 必 要 と な り ま す 。  

 

Ｑ６－10 

監理技術者が現場代理人を兼ねている場合は、他の工事の現場代理人を兼任することはで

きないのか。 

また、監理技術者を兼ねていない現場代理人を他の工事の現場代理人と兼任することはで

きるのか。

 

Ａ ： 　 現 場 代 理 人 が 他 の 工 事 の 現 場 代 理 人 を 兼 任 す る こ と が で き る 基 準 を 、 請 負 代 金

額 が 4,000万 円 未 満 の 工 事 と し て い る と こ ろ で あ り 、 監 理 技 術 者 の 設 置 が 必 要 な

工 事 は 、 発 注 者 か ら 直 接 工 事 を 請 け 負 い 、 そ の う ち 4,500万 円 （ 建 築 工 事 業 の 場

合 は 、 7,000万 円 ） 以 上 を 下 請 契 約 し て 工 事 を 施 工 す る も の で あ る こ と か ら 、 監

理 技 術 者 と 現 場 代 理 人 を 兼 ね て い る か ど う か に 関 わ ら ず 現 場 代 理 人 を 兼 任 す る こ

と は で き ま せ ん 。  

 

Ｑ６－11 

道の工事における現場代理人と道以外の地方公共団体等の工事の現場代理人を兼任す

ることは可能か。

 

Ａ ： 　 「 現 場 代 理 人 の 兼 任 に 関 す る 取 扱 い に つ い て 」 の 基 準 等 を 満 た し 、 他 の 地 方 公

共 団 体 等 が 兼 任 を 認 め て い る 場 合 は 兼 任 が 可 能 で す 。  



Ｑ６－12 

4,000万 円 未 満 の工 事で 、工 事場 所 が同 一市 町村内 にあ る、道発注 工事２ 件を 同時に

受注したが、２件の工事について一人の現場代理人が兼任することは可能か。

 

Ａ ： 　 「 現 場 代 理 人 の 兼 任 に 関 す る 取 扱 い に つ い て 」 の 基 準 を 満 た し て い る と 考 え ら

れ 、 現 場 代 理 人 の 兼 任 は 可 能 で す 。  

な お 、 基 準 を 満 た す 場 合 で あ っ て も 、 そ れ ぞ れ の 工 事 に 受 注 者 の 社 員 等 で 確 実

に 連 絡 が 可 能 で あ る 連 絡 員 を 定 め 、 現 場 代 理 人 が 現 場 を 離 れ る 場 合 は 、 連 絡 員 を

工 事 現 場 に 配 置 し 、 発 注 者 と の 連 絡 に 支 障 が な い よ う 万 全 を 期 す こ と や 、 兼 任 時

に お い て も 、 そ れ ぞ れ の 工 事 に お け る 現 場 代 理 人 と し て の 職 務 は 適 切 に 執 行 す る

こ と が 必 要 と な り ま す 。  

 

Ｑ６－13  

現場 代 理 人 を 兼任 さ せ よ うとする場 合は 、 「現 場代 理人 の 兼任 届」 を 支出 負担 行 為担 当

者に提出することとなっているが、提出先はどこか。

 

Ａ ： 　 「 現 場 代 理 人 の 兼 任 届 」 の 提 出 を 受 け 、 総 括 監 督 員 が 基 準 を 満 た す か ど う か を 判

断 す る た め 、 工 事 監 督 員 に 提 出 す る こ と と な り ま す 。  

 

Ｑ６－14  

現場代理人が 監理技術者 補佐を兼ねるこ とは可 能か。

 

Ａ ：可 能 で す 。  

 

Ｑ６－15  

現場代理人が特例監理技術者を兼ねることは可能か。

 

Ａ ： 　 現 場 代 理 人 と 技 術 者 の 兼 務 に つ い て は 、 「 現 場 代 理 人 の 兼 任 に 関 す る 取 扱 い 」 に

限 ら れ ま す の で 、 特 例 監 理 技 術 者 を 配 置 す る 工 事 で は 、 原 則 、 特 例 監 理 技 術 者 と

現 場 代 理 人 は 兼 務 で き ま せ ん 。  

 

Ｑ６－16  

監 理 技 術 者 が 現 場 代 理 人 を 兼 ね て い る 場 合 で 、 新 た に 他 の 工 事 を 受 注 し 、 特

例 監 理 技 術 者 と な る 場 合 は 引 き 続 き 現 場 代 理 人 を 兼 ね る こ と は 可 能 か 。

 

Ａ ： 　 Ｑ ６ － 15と 同 様 の 取 扱 い と な り ま す 。  

な お 、 こ の 場 合 は 、 別 に 現 場 代 理 人 を 置 く か 、 新 た に 配 置 す る 監 理 技 術 者 補 佐

が 兼 務 す る こ と と し て く だ さ い 。  

 

 



Ｑ６－17  

特 例 監 理 技 術 者 を 配 置 し た 場 合 に お け る 現 場 代 理 人 の 兼 務 に つ い て 、 次 の 事 例 の

場 合 は 兼 務 を 認 め ら れ る か 。  

・ 事 例 １ 　 工 事 ① 　 特 例 監 理 技 術 者 Ａ 　 監 理 技 術 者 補 佐 Ｂ 　 現 場 代 理 人 Ａ  

工 事 ② 　 特 例 監 理 技 術 者 Ａ 　 監 理 技 術 者 補 佐 Ｃ 　 現 場 代 理 人 Ａ  

・ 事 例 ２ 　 工 事 ① 　 特 例 監 理 技 術 者 Ａ 　 監 理 技 術 者 補 佐 Ｂ 　 現 場 代 理 人 Ｂ  

工 事 ② 　 特 例 監 理 技 術 者 Ａ 　 監 理 技 術 者 補 佐 Ｃ 　 現 場 代 理 人 Ｃ  

・ 事 例 ３ 　 工 事 ① 　 特 例 監 理 技 術 者 Ａ 　 監 理 技 術 者 補 佐 Ｂ 　 現 場 代 理 人 Ａ  

工 事 ② 　 特 例 監 理 技 術 者 Ａ 　 監 理 技 術 者 補 佐 Ｃ 　 現 場 代 理 人 Ｃ

 

Ａ ： 　 ・ 事 例 １ ～ 現 場 代 理 人 は ２ つ の 現 場 を 兼 務 で き な い た め 、 認 め ら れ ま せ ん 。  

・ 事 例 ２ ～ 認 め ら れ ま す 。  

・ 事 例 ３ ～ 特 例 監 理 技 術 者 と 現 場 代 理 人 は 兼 務 で き な い た め 、 認 め ら れ ま せ ん 。 

 

 

 

７ ．下請負  

Ｑ７－１  

警 備 会 社 と 契 約 し 交 通 整 理 員 の 派 遣 を 受 け た が 、 こ れ は 下 請 契 約 と な る か 。

 

Ａ ： 　 交 通 整 理 業 務 は 、 建 設 業 法 第 ２ 条 第 １ 項 で 規 定 す る 「 建 設 工 事 」 に は 該 当 せ ず 、

ま た 、 建 設 業 法 第 ２ 条 第 ４ 項 で は 、 「 「 下 請 契 約 」 と は 、 建 設 工 事 を 他 の 者 か ら 請 け

負 っ た 建 設 業 を 営 む 者 と 他 の 建 設 業 を 営 む 者 と の 間 で 当 該 建 設 工 事 の 全 部 又 は

一 部 に つ い て 締 結 さ れ る 請 負 契 約 を い う 。 」 と 規 定 さ れ て お り 、 建 設 工 事 の 請 負 契

約 に は 当 た ら な い た め 、 下 請 契 約 と は な り ま せ ん 。  

・ 　 下 請 契 約 と は な ら な い 例 と し て は 、  

交 通 整 理 業 務 、 清 掃 業 務 、 賄 い 、 建 設 資 材 の 輸 送 、 生 コ ン の 輸 送 、 土 砂 等 の 運

搬 、 建 設 機 械 の リ ー ス の 契 約 な ど が あ り ま す 。  

・ 　 下 請 契 約 と な る 例 と し て は 、  

オ ペ レ ー タ 付 き の コ ン ク リ ー ト ポ ン プ ・ ク レ ー ン 作 業 、 生 コ ン の 輸 送 に と ど ま ら

ず コ ン ク リ ー ト 型 枠 へ の 圧 送 や 打 設 、 土 砂 の 運 搬 に と ど ま ら ず 積 み 込 み 作 業 を 含

む 契 約 な ど が あ り ま す 。  

 

Ｑ７－２  

舗 装 工 事 な ど で 広 く 用 い ら れ て い る オ ペ レ ー タ ー 付 き リ ー ス 契 約 は 、 下 請 契 約 と

な る か 。

 

Ａ ： 　 舗 装 工 事 は 、 建 設 業 法 第 ２ 条 第 １ 項 で 規 定 す る 「 建 設 工 事 」 に 該 当 し 、 ま た 、 リ ー

ス 契 約 で あ っ て も 、 建 設 業 法 第 24条 で は 、 「 委 託 そ の 他 い か な る 名 義 を も っ て す

る を 問 わ ず 、 報 酬 を 得 て 建 設 工 事 の 完 成 を 目 的 と し て 締 結 す る 契 約 は 、 建 設 工 事

の 請 負 契 約 と み な し て 、 こ の 法 律 の 規 定 を 適 用 す る 。 」 と さ れ て お り 、 建 設 業 法 第

２ 条 第 ４ 項 で 定 め る 下 請 契 約 に な り ま す 。  

な お 、 労 働 者 派 遣 法 第 ４ 条 に お い て 、 労 働 者 派 遣 法 の 適 用 除 外 と な る 業 務 と し

て 「 建 設 業 務 （ 土 木 、 建 築 そ の 他 工 作 物 の 建 設 、 改 造 、 保 存 、 修 理 、 変 更 、 破 壊 若 し

く は 解 体 の 作 業 又 は こ れ ら の 作 業 の 準 備 の 作 業 に 係 る 業 務 を い う 。 ） 」 と さ れ て い



る の で 、 こ の 契 約 に つ い て 、 下 請 契 約 を せ ず に 行 う 場 合 は 、 労 働 者 派 遣 法 違 反 と

な る お そ れ が あ り ま す 。  

 

Ｑ７－３  

ダ ン プ ト ラ ッ ク に よ る 残 土 搬 出 作 業 を 契 約 し た が 、 下 請 契 約 と な る か 。

 

Ａ ： 　 残 土 搬 出 作 業 だ け で あ れ ば 下 請 契 約 に 当 た り ま せ ん 。 た だ し 、 積 み 込 み 作 業 等

の 建 設 業 法 の 請 負 工 事 に 当 た る 部 分 を 包 括 す る 契 約 内 容 で あ れ ば 、 下 請 負 と な り

ま す の で 、 こ の 契 約 に つ い て 下 請 契 約 と せ ず に 行 う 場 合 は 、 労 働 者 派 遣 法 違 反 と

な る お そ れ が あ り ま す 。  

 

Ｑ７－４  

他 の 建 設 会 社 か ら 作 業 員 の 労 務 提 供 を 受 け た が 、 こ れ は 下 請 契 約 と な る か 。

 

Ａ ： 　 警 備 や 清 掃 な ど の 単 な る 労 務 提 供 で は な く 、 建 設 工 事 の 完 成 を 目 的 と し た 作 業

を 請 け 負 わ せ る 場 合 は 請 負 契 約 に 当 た る た め 、 適 正 な 下 請 契 約 を 行 っ て く だ さ

い 。  

下 請 契 約 を せ ず に 行 う 場 合 、 建 設 業 務 は 、 労 働 者 派 遣 事 業 の 適 用 除 外 と 規 定 さ

れ て い る 労 働 者 派 遣 法 に 違 反 す る お そ れ が あ り ま す 。  

 

Ｑ７－５  

資 材 メ ー カ ー に ブ ロ ッ ク の 製 造 と 、 資 材 置 き 場 ま で の 搬 入 を 内 容 と す る 契 約 を し

た が 、 こ れ は 下 請 契 約 と な る か 。  

ま た 、 資 材 置 き 場 ま で の 搬 入 で は な く 、 ト ラ ッ ク ク レ ー ン に よ る 現 場 へ の ブ ロ ッ ク

設 置 ま で を 内 容 と す る 契 約 を し た 。 こ の 場 合 、 下 請 負 契 約 と な る か 。

 

Ａ ： 　 資 材 置 場 ま で の 搬 入 は 下 請 契 約 に 当 た り ま せ ん 。 た だ し 、 設 置 作 業 等 、 建 設 業 法

の 請 負 工 事 に 当 た る 部 分 を 包 括 す る も の で あ れ ば 下 請 契 約 と な り ま す の で 、 こ の

場 合 、 資 材 置 場 ま で の 搬 入 を 超 え て 施 工 現 場 へ の ブ ロ ッ ク 設 置 を 行 う 場 合 は 、 下

請 契 約 と な り ま す 。  

 

Ｑ７－６  

同 一 入 札 参 加 者 と 下 請 契 約 を 締 結 す る こ と は で き る か 。

 

Ａ ： 　 同 一 入 札 参 加 者 へ の 下 請 け は 、 談 合 を 誘 発 す る の で は と い う 疑 念 や 丸 投 げ な

ど 、 事 前 の 利 益 供 与 も 可 能 と な り 、 適 正 な 競 争 入 札 を 阻 害 す る 要 因 と な り ま す 。 発

注 者 と し て は 、 真 に や む を 得 な い 場 合 を 除 き 、 同 一 入 札 参 加 者 へ の 下 請 け に つ い

て は 、 極 力 避 け る よ う 指 導 す る 必 要 が あ り ま す 。  

な お 、 指 導 に 応 じ ず 下 請 契 約 が 締 結 さ れ た 場 合 は 、 建 設 業 法 や 適 正 化 法 の 規 定

に 基 づ き 現 場 に お け る 施 工 体 制 の 確 認 を 行 う な ど 十 分 に 配 慮 し て く だ さ い 。  

ま た 、 真 に や む を 得 な い 場 合 と は 、 特 殊 な 機 械 （ 船 員 付 の 起 重 機 兼 グ ラ ブ 船 ・ ク

レ ー ン 付 台 船 ・ 台 船 ・ 浚 渫 船 ） で 、 リ ー ス 物 件 と し て 市 場 で 調 達 で き な い 場 合 等 が

挙 げ ら れ ま す 。  

 



 

Ｑ７－７  

協 力 会 社 に 工 事 へ の 協 力 を 求 め る 場 合 も 下 請 届 け は 必 要 か 。

 

Ａ ： 　 協 力 会 社 と い え ど も 別 会 社 で あ る こ と か ら 、 下 請 契 約 を 締 結 し 、 届 け 出 等 を 行

う 必 要 が あ り ま す 。  

 

Ｑ７－８  

共 同 企 業 体 を 下 請 と し た 契 約 を 締 結 す る こ と は で き る か 。

 

Ａ ： 　 公 共 事 業 に お い て 活 用 し て い る 共 同 企 業 体 制 度 は 、 発 注 者 か ら 直 接 工 事 を 請 け

負 う 元 請 と し て の 共 同 企 業 体 を 想 定 し た も の で す 。 下 請 が 共 同 企 業 体 で あ る こ と

に つ い て は 法 的 な 規 制 が あ る も の で は あ り ま せ ん が 、 施 工 技 術 上 の 必 然 性 も な い

な ど 合 理 的 な 説 明 が 困 難 で あ る こ と か ら 、 共 同 企 業 体 と 下 請 契 約 す る の で は な く 、

そ れ ぞ れ の 建 設 業 者 と 下 請 契 約 を 締 結 す る こ と が 必 要 で す 。  

 

Ｑ７－９  

３ 社 で 共 同 企 業 体 を 組 ん で い る が 、 そ の 構 成 員 へ 下 請 け さ せ る こ と は 問 題 が あ る

の か 。

 

Ａ ： 　 こ の よ う な 下 請 契 約 に は 、 共 同 企 業 体 の 構 成 員 と し て の 会 社 と 下 請 業 者 と し て

の 会 社 と の 契 約 が 存 在 し て お り 、 同 一 企 業 が 同 一 契 約 に お い て 双 方 の 当 事 者 と な

る 自 己 契 約 に 該 当 し ま す 。 直 ち に 建 設 業 法 違 反 と な る も の で は あ り ま せ ん が 、 こ の

よ う な 契 約 は 、 出 資 比 率 に 比 べ て 一 構 成 員 が 施 工 の 多 く を 手 が け る こ と と な る た

め 、 実 態 上 は 共 同 企 業 体 制 度 の 趣 旨 に 反 し 、 ま た 、 一 括 下 請 負 に 該 当 す る な ど の

建 設 業 法 違 反 と な る お そ れ が 高 く 、 他 の 構 成 員 の 実 質 的 な 関 与 を 担 保 す る 手 段 が

な い た め 、 適 当 で は あ り ま せ ん 。  

こ の よ う な 契 約 は 、 基 本 的 に は 締 結 す べ き で は な く 、 例 え ば 、 一 の 構 成 員 が 特 殊

工 法 を 有 し て い る 等 に よ り 担 当 範 囲 が 多 く な る と 予 想 さ れ る 場 合 に は 、 当 該 構 成

員 の 出 資 比 率 を 当 該 担 当 範 囲 に 見 合 う よ う 出 資 比 率 を 設 定 す べ き で す 。  

 

Ｑ７－10  

上 請 け は 禁 止 さ れ て い る の か 。

 

Ａ ： 　 上 請 け と は 同 業 種 の 上 位 規 模 の 会 社 に 施 工 さ せ る こ と を 指 し 、 一 律 禁 止 さ れ て

い る も の で は あ り ま せ ん が 、 上 請 け は 一 般 的 に 一 括 下 請 負 に つ な が り や す い た め 、

そ の 的 確 な 排 除 が 必 要 で あ り 、 配 置 予 定 技 術 者 の 確 認 、 施 工 体 制 台 帳 の 活 用 等 に

よ り 元 請 業 者 と し て の 実 質 的 関 与 の 確 認 な ど に 十 分 留 意 し て く だ さ い 。  

 



８ ．一括下請負  

Ｑ８－１  

一 括 下 請 負 と は 何 か 。

 

Ａ ： 　 受 注 者 が 自 己 の 請 け 負 っ た 建 設 工 事 を そ の ま ま 一 括 し て 下 請 け さ せ る こ と は 、

発 注 者 の 信 頼 に 反 す る ば か り で な く 、 工 事 施 工 上 の 責 任 の 所 在 を 不 明 確 に し 、 工

事 の 適 正 な 施 工 を 妨 げ ら れ る こ と か ら 、 建 設 業 法 や 入 札 契 約 適 正 化 法 で 禁 止 さ れ

て い ま す 。  

次 の よ う な 場 合 が 典 型 的 な 例 で 、 元 請 負 人 が そ の 下 請 工 事 の 施 工 に 実 質 的 に 関

与 し て い る 場 合 を 除 き 、 一 括 下 請 負 に 該 当 し ま す 。  

① 　 請 け 負 っ た 建 設 工 事 の 全 部 又 は そ の 主 た る 部 分 に つ い て 、 自 ら は 施 工 を 行 わ

ず 、 一 括 し て 他 の 業 者 に 請 け 負 わ せ る 場 合 。  

② 　 請 け 負 っ た 建 設 工 事 の 一 部 分 で あ っ て 、 他 の 部 分 か ら 独 立 し て そ の 機 能 を 発

揮 す る 工 作 物 の 建 設 工 事 に つ い て 、 自 ら は 施 工 を 行 わ ず 、 一 括 し て 他 の 業 者 に

請 け 負 わ せ る 場 合 。  

 

Ｑ８－２  

外 注 の 比 率 が 何 ％ な ら 一 括 下 請 負 と な る の か 。

 

Ａ ： 　 比 率 や 金 額 で 一 括 下 請 負 の 疑 義 が あ る と い う も の で は な く 、 請 け 負 っ た 工 事 に

実 質 的 に 関 与 し て い る か ど う か で 判 断 し ま す 。  

 

Ｑ８－３  

工 事 の 中 に 含 ま れ る 特 殊 工 事 を 専 門 工 事 業 者 に 下 請 け さ せ る こ と は 、 一 括 下 請 負

と な る の か 。

 
Ａ ：元 請 業 者 が 実 質 的 に 関 与 し て い れ ば 一 括 下 請 負 に は な り ま せ ん 。  

 

Ｑ８－４  

元 請 が 実 質 的 な 関 与 と は ど こ ま で の 範 囲 を い う の か 。

 

Ａ ： 　 元 請 負 人 と 直 接 的 か つ 恒 常 的 な 雇 用 関 係 を 有 す る 的 確 な 主 任 技 術 者 又 は 監 理

技 術 者 を 配 置 し 、 ① 発 注 者 と の 協 議 、 ② 住 民 へ の 説 明 、 ③ 官 公 庁 等 へ の 届 出 等 、 ④

近 隣 工 事 と の 調 整 、 ⑤ 施 工 計 画 、 ⑥ 工 程 管 理 、 ⑦ 出 来 形 ・ 品 質 管 理 、 ⑧ 完 成 検 査 、

⑨ 安 全 管 理 、 ⑩ 下 請 業 者 の 施 工 調 整 ・ 指 導 監 督 等 の 全 て の 面 に お い て 、 主 体 的 な

役 割 を 果 た し て い る こ と が 必 要 で 、 単 に 技 術 者 を 置 い て い る だ け で は 「 実 質 的 に

関 与 し て い る 」 と は い え ま せ ん 。  

 

Ｑ８－５  

元 請 が 実 質 的 に 関 与 し て い る こ と の 確 認 は 、 ど の よ う な 方 法 で 行 う の か 。

 

Ａ ： 　 「 実 質 的 に 関 与 」 と は 、 元 請 負 人 が 自 ら 施 工 計 画 の 作 成 、 工 程 管 理 、 品 質 管 理 、

技 術 的 指 導 等 を 行 う こ と で す 。  

具 体 的 に は 、 請 け 負 っ た 工 事 全 体 に つ い て 、 施 工 計 画 書 等 の 作 成 、 進 捗 確 認 、 立



会 確 認 、 技 術 者 の 配 置 等 法 令 遵 守 、 そ の 他 所 定 の 全 て の 事 項 を 行 う こ と が 必 要 で

す 。  

ま た 、 単 に 現 場 に 技 術 者 を 置 い て い る だ け で は 具 体 的 な 事 項 を 行 っ た こ と に は

な ら ず 、 元 請 負 人 と の 間 に 直 接 的 か つ 恒 常 的 な 雇 用 関 係 を 有 す る 適 格 な 技 術 者 が

置 か れ な い 場 合 に は 「 実 質 的 に 関 与 」 し て い る と は い え ま せ ん 。  

 

Ｑ８－６  

元 請 か ら １ 次 、 ２ 次 、 ３ 次 下 請 ま で あ る 場 合 、 一 括 下 請 負 が 禁 止 さ れ る 範 囲 は ど こ

ま で か 。

 

Ａ ： 　 一 括 下 請 負 が 禁 止 さ れ て い る 範 囲 に は 制 限 が な く 、 Ｑ ８ － １ に 該 当 す る よ う な 場

合 は 、 二 次 下 請 と 三 次 下 請 の 間 で も 一 括 下 請 負 と 認 定 さ れ る 場 合 が あ り ま す 。  

 

Ｑ８－７  

元請 負人が現場管理と資機材の手配供給のみを行い、実質の施工を全て下請けした場

合、一括下請負と判断されるか。

 

Ａ ： 　 元 請 負 人 が 、 請 け 負 っ た 工 事 全 体 に つ い て 、 施 工 計 画 書 等 の 作 成 、 進 捗 確 認 、 立

会 確 認 、 技 術 者 の 配 置 等 法 令 遵 守 、 そ の 他 所 定 の 全 て の 事 項 を 行 う 必 要 が あ り ま

す の で 、 現 場 管 理 と 資 機 材 の 手 配 供 給 の み し か 行 っ て い な い の で あ れ ば 、 「 実 質 的

に 関 与 」 し て い る と 言 え ず 、 一 括 下 請 負 に 該 当 す る と 考 え ら れ ま す 。  

 

Ｑ８－８  

施 工 管 理 、 工 程 管 理 な ど の 全 て に 関 与 す る こ と に よ っ て 、 一 括 下 請 負 に 該 当 し な

い と あ る が 、 そ の 「 全 て 」 の う ち １ つ で も 行 わ な か っ た 場 合 は 、 一 括 下 請 負 と 判 断 さ

れ る の か 。

 

Ａ ： 　 Ｑ ８ － ４ 及 び Ｑ ８ － ７ の と お り 、 請 け 負 っ た 工 事 全 体 に つ い て 、 施 工 計 画 書 等 の

作 成 、 進 捗 確 認 、 立 会 確 認 、 技 術 者 の 配 置 等 法 令 遵 守 、 そ の 他 所 定 の 全 て の 事 項

を 行 い 「 実 質 的 に 関 与 」 す る こ と が 必 要 で す 。  

工 事 を 施 工 管 理 す る 中 で 、 一 部 分 だ け を 行 わ な い と は 考 え 難 く 、 例 え ば 、 安 全 管

理 を 行 わ な か っ た 場 合 は 、 そ れ に 関 連 し て 、 施 工 計 画 、 工 程 管 理 、 下 請 へ の 指 導 監

督 等 に つ い て も 関 与 し て い な い 場 合 が 多 い と 考 え ら れ 、 全 て に 関 与 す る こ と が 必

要 で す 。  

 

 

 

９ ．施工体制台帳等  

Ｑ９－１  

施 工 体 制 台 帳 は 、 少 額 の 契 約 の も の や 、 施 工 期 間 の 極 め て 短 い も の で も 全 て 作 成

す る 必 要 が あ る か 。

 

Ａ ： 　 入 札 契 約 適 正 化 法 の 規 定 に よ り 、 公 共 工 事 の 受 注 者 は 、 下 請 金 額 に か か わ ら ず



施 工 体 制 台 帳 を 作 成 し 、 作 成 し た 施 工 体 制 台 帳 の 写 し を 発 注 者 に 提 出 し な け れ ば

な り ま せ ん 。  

な お 、 道 で は 施 工 体 制 の 明 確 化 な ど の た め 、 請 負 金 額 200万 円 以 上 の 工 事 及 び

200万 円 未 満 で あ っ て も 下 請 契 約 を 締 結 す る 工 事 に つ い て 、 施 工 体 制 台 帳 の 提 出

を 求 め て お り 、 「 施 工 体 制 点 検 ・ 確 認 」 の 対 象 工 事 と な り ま す 。  

 

Ｑ９－２  

施 工 体 制 台 帳 等 に 記 載 す る 下 請 負 人 の 範 囲 は ど こ ま で か 。

 

Ａ ： 　 施 工 体 制 台 帳 等 に 記 載 す べ き 下 請 負 人 の 範 囲 は 、 建 設 工 事 の 請 負 契 約 に お け る

全 て の 下 請 負 人 （ 建 設 業 許 可 を 有 し な い 者 を 含 む 。 ） を い い 、 資 材 納 入 、 調 査 業 務 、

運 搬 業 務 、 警 備 業 務 等 の 建 設 工 事 以 外 の 契 約 は 記 載 不 要 で す 。  

ま た 、 一 次 下 請 だ け で な く 二 次 下 請 、 三 次 下 請 等 も 施 工 体 制 台 帳 へ の 記 載 対 象

と な り ま す 。 た だ し 、 交 通 誘 導 業 務 及 び 農 業 土 木 に お け る 客 土 の 運 搬 に つ い て は 、

施 工 管 理 に 密 接 に 関 わ る た め 、 記 載 し て く だ さ い 。  

 

 

     

 

 



 

Ｑ９－３  

施 工 体 制 台 帳 へ の 下 請 契 約 の 記 載 は 、 全 て の 下 請 業 者 と さ れ て い る が 、 ３ 次 、 ４ 次

の 業 者 は 契 約 書 を 交 わ し て い な い 業 者 が ほ と ん ど で あ り 、 全 て の 下 請 業 者 を 記 載 す

る と 書 類 提 出 が 遅 れ る こ と に な る が 、 １ 次 ま で の 記 載 で は だ め な の か 。

 

Ａ ： 　 施 工 体 制 台 帳 の 作 成 を 義 務 付 け て い る 主 旨 は 、 一 括 下 請 負 の 禁 止 の み に と ど ま

ら ず 、 工 事 の 施 工 に 当 た る 全 て の 業 者 を 発 注 者 及 び 元 請 負 人 に お い て 把 握 ・ 監 督

さ せ る こ と に よ っ て 、 建 設 工 事 の 適 正 な 施 工 を 確 保 す る こ と に あ り ま す 。  

ま た 、 建 設 業 法 第 19条 で は 、 建 設 工 事 の 請 負 契 約 の 内 容 に つ い て は 、 書 面 化

し 、 署 名 又 は 記 名 押 印 を し て 相 互 に 交 付 し な け れ ば な ら な い こ と に な っ て い る の

で 、 設 問 の よ う な 場 合 は 、 書 面 契 約 を 行 う よ う 指 導 す る の が 元 請 業 者 と し て の 責

務 と な り ま す 。  

 

Ｑ９－４  

専 門 工 事 業 者 と 取 り 引 き す る 際 に 、 専 門 工 事 請 負 基 本 契 約 約 款 に よ り 契 約 を 締 結

し て い る が 、 各 工 事 の 請 負 代 金 額 が 100万 円 未 満 の 場 合 、 基 本 契 約 約 款 に 基 づ き 請

求 書 を 受 領 し 、 請 求 代 金 を 支 払 っ て い る の で 、 施 工 体 制 台 帳 に は 契 約 書 な し と 記 載

し て よ い か 。

 

Ａ ： 　 設 問 の よ う な 場 合 で あ っ て も 、 建 設 業 法 第 19条 に よ り 、 建 設 工 事 の 請 負 契 約 の

内 容 に つ い て は 、 書 面 化 し 、 署 名 又 は 記 名 押 印 を し て 相 互 に 交 付 す る 必 要 が あ り

ま す 。  

 

Ｑ９－５  

作 業 員 名 簿 は 施 工 体 制 台 帳 に 添 付 し な け れ ば い け な い か 。  

ま た 、 下 請 業 者 を 含 む 全 員 の 名 簿 を 作 成 し な け れ ば な ら な い か 。

 

Ａ ： 　 作 業 員 名 簿 は 、 施 工 体 制 台 帳 の 一 部 と し て 建 設 業 法 施 行 規 則 に 定 め ら れ て い ま

す 。  

ま た 、 「 建 設 工 事 に 従 事 す る 者 に 関 す る 事 項 」 を 記 載 す る こ と が 義 務 付 け ら れ て

い ま す の で 、 下 請 業 者 を 含 む 名 簿 を 作 成 し て く だ さ い 。  

 

Ｑ９－６  

施 工 体 系 図 は 、 工 事 関 係 者 ・ 公 衆 が 見 や す い 場 所 に 掲 示 す る こ と と さ れ て い る が 、

施 工 体 系 が な か な か 決 ま ら な か っ た り 、 変 更 が 多 く あ っ た り す る 。 施 工 体 系 図 は 工 事

施 工 後 す ぐ に 掲 示 し な け れ ば な ら な い か 。  

ま た 、 変 更 が あ る 場 合 は す ぐ に 訂 正 し 貼 り 替 え な け れ ば な ら な い か 。

 

Ａ ： 　 施 工 体 制 台 帳 は 、 建 設 業 法 施 行 規 則 に よ り 、 変 更 が あ っ た と き は 遅 滞 な く 変 更

後 の 当 該 事 項 を 記 載 す る こ と と さ れ て お り 、 施 工 体 系 図 が 施 工 体 制 台 帳 に 基 づ い

て 作 成 さ れ る こ と を 考 え る と 、 施 工 体 系 図 も 遅 滞 な く 変 更 後 の 当 該 事 項 を 記 載 す

る よ う 努 め て く だ さ い 。  


